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序


 青森県埋蔵文化財調査センターでは、平成２０年度に一般国道４５号


八戸南環状道路建設事業予定地内に所在する笹子（2）遺跡の発掘調査を


実施しました。


　調査の結果、縄文時代中期から後期にかけての竪穴住居跡や陥穴を含む


土坑などの遺構や、縄文時代早期及び中期から後期前葉にかけての土器、


石器などの遺物が発見され、本遺跡が縄文時代早期から後期前葉にかけて


断続的に利用されていたことがわかりました。


　笹子（2）遺跡は、本県の南東部に位置する八戸市に所在します。八戸市


には数多くの埋蔵文化財包蔵地が残されており、なかでも、史跡是川石器


時代遺跡や長七谷地貝塚、国宝に指定された「合掌土偶」が出土した風張


（1）遺跡など、縄文時代の重要な遺跡も少なくありません。


　本報告書は、平成２０年度笹子（2）遺跡発掘調査事業の調査成果をまとめ


たものです。この成果が今後、埋蔵文化財の保護と研究等に広く活用され、


また、地域の歴史を理解する一助となることを期待します。


　最後に、日頃から埋蔵文化財の保護と活用に対してご理解をいただいて


いる国土交通省東北地方整備局青森河川国道事務所に厚くお礼申し上げる


とともに、発掘調査の実施と報告書の作成にあたりご指導、ご協力をいた


だきました関係各位に対し、心より感謝いたします。


　平成２２年３月


青森県埋蔵文化財調査センター


所　長　新　岡　嗣　浩











例　　言
１�　本書は、国土交通省東北地方整備局青森河川国道事務所による一般国道 45 号八戸南環状道路建


設事業に伴い、青森県埋蔵文化財調査センターが平成 17 年度に確認調査を、平成 20 年度に発掘


調査を実施した八戸市笹子（2）遺跡の発掘調査報告書である。平成 17 年度の確認調査対象面積は


37,800㎡、平成 20 年度の発掘調査面積は 6,100㎡である。


２�　笹子（2）遺跡の所在地は、青森県八戸市大字根城字笹原 28-3 外、青森県遺跡番号は 203102 で


ある。


３�　発掘調査及び整理・報告書作成の経費は、発掘調査を委託した国土交通省東北地方整備局青森


河川国道事務所が負担した。


４　発掘調査から整理・報告書作成の期間は以下の通りである。


　　　発掘調査期間　　　　　　平成 17 年 9 月 6 日から平成 17 年 10 月 21 日


　　　整理期間　　　　　　　　平成 18 年 4 月 1 日から平成 19 年 3 月 31 日


　　　発掘調査期間　　　　　　平成 20 年 4 月 23 日から平成 20 年 8 月 29 日


　　　整理・報告書作成期間　　平成 21 年 4 月１日から平成 22 年 3 月 29 日


５�　本書は青森県埋蔵文化財調査センターが編集し、青森県教育委員会が作成した。執筆と編集は、


青森県埋蔵文化財調査センター文化財保護主幹三浦一範、文化財保護主幹中村哲也が担当し、


文末に執筆者名を記した。依頼原稿については、文頭に執筆者名を記した。


６　発掘調査から整理・報告書作成にあたり、以下の業務については委託により実施した。


　　　航空写真撮影	 ㈱シン技術コンサル


　　　石器の石質鑑定	 八戸市文化財審議委員　松山　力


　　　	 国立大学法人弘前大学理工学部教授　柴　正敏


　　　炭化材の樹種同定	 古代の森研究舎


　　　炭化種実の同定	 古代の森研究舎


　　　放射性炭素年代測定	 株式会社　加速器分析研究所


　　　石器の実測図作成　　㈱アルカ


　　　遺物の写真撮影	 土器　シルバーフォト


　　　	 石器　スタジオエイト


７�　発掘調査及び整理・報告書作成における出土品、実測図、写真等は、現在、青森県埋蔵文化財


調査センターが保管している。


８�　本書に掲載した地形図（遺跡位置図等）は、国土交通省国土地理院発行の５万分の１地形図『三戸・


一戸』・『階上岳』・『八戸』・『八戸東部』を複写して使用した。


９　測量原点の座標値は日本測地系に基づく平面直角座標第Ⅹ系による。


10　挿図中の方位はすべて日本測地系の座標北を示している。


11�　遺構については、検出順にその種類を示す略号と通し番号を付した。遺構に使用した略号は以下


のとおりである。


　　ＳＢ　掘立柱建物跡　　　ＳＤ　溝跡　　　　ＳＥ　井戸跡　　　　ＳＩ　住居跡







　　ＳＫ　土坑　　　　　　ＳＮ　焼土遺構　　ＳＱ　配石・集石遺構　　ＳＲ　土器埋設遺構　


　　ＳＴ　捨て場　　　　　ＳＶ　溝状土坑　　ＳＸ　その他の遺構


12　遺構実測図の土層断面図等には、水準点を基にした海抜標高を付した。


13�　遺構実測図の縮尺は、原則として竪穴住居跡等の炉等は 1/30、竪穴住居跡・土坑・溝状土坑等は


1/60 に統一し、各挿図毎にスケール等を示した。


14　遺構実測図に使用した網掛けの指示は、以下のとおりである。


15　遺跡の基本土層にはローマ数字、遺構内堆積土層には算用数字を使用した。


16�　基本土層・遺構内堆積土層の色調表記等には『新版標準土色帖』（小山忠正・竹原秀雄 編 1993


年度版）を使用した。


17�　遺物については、取り上げ順にその種類を示す略号と通し番号を付した。遺物に使用した略号は、


以下のとおりである。


　　Ｐ- 土器　Ｓ- 石器　Ｃ- 炭化材


18　遺物実測図には、原則として挿図毎に１から通しの図番号を付した。


19�　遺物実測図の縮尺は、原則として縄文土器・弥生土器は 1/3、礫石器は 1/4、剥片石器・土製品


は 1/2 に統一し、各挿図毎にスケール等を示した。


20　遺物実測図に使用した網掛けの指示は、以下のとおりである。


21�　遺物観察表・計測表に使用した略号等については、各表毎に指示内容を示した。土製品、石器等


の計測値は、長さ×幅×厚さ（cm）・重さ（g）の順に表記したが、（　）内の数値は現存値である。


22　遺物写真には、遺物実測図と共通の図番号を付した。


23�　遺物写真の縮尺は、原則として縄文土器・弥生土器・土師器等は 1/3、礫石器は 1/4、剥片石器・


土製品・石製品は 1/2 に統一し、各図版毎にスケ－ル等を示した。


焼土 硬化面


タタキ スリ礫石器付着物剥片石器


土　器 赤色塗彩
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図 1　遺跡位置図（S=1/50,000）
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第 1 章　調査の概要


第１章　調査の概要


第1節　調査に至る経緯


　一般国道 45 号八戸南環状道路は八戸・久慈自動車道の一部を構成し、起点の八戸ジャンクション


から八戸南インターチェンジに至る延長 8.6㎞の一般国道 45 号の自動車専用道路である。平成 3 年度


から事業が着手されている。


　当該事業予定地内に所在する埋蔵文化財の取り扱いについての協議は、平成 7 年度に建設省東北


建設局青森工事事務所（現・国土交通省東北地方整備局青森河川国道事務所）から工事予定地内の


埋蔵文化財包蔵地の有無について青森県教育庁文化課（現・文化財保護課）に照会がなされたこと


に始まった。事業予定地内の遺跡を確認した結果、楢舘遺跡、弥次郎窪遺跡、大開遺跡、新田遺跡、


潟野遺跡等の所在が明らかになり、東北建設局青森工事事務所と県文化課及び県埋蔵文化財調査セン


ターによる現地踏査と、協議の結果、試掘・確認調査を先行させ、発掘調査の条件の整った遺跡から


順次調査することとなった。以後、平成 8 年度には弥次郎窪遺跡、平成 10 年度から 17 年度にかけて


丹内、蟹沢（2）、新田、潟野、黒坂、松ヶ崎、蟹沢（3）、楢館遺跡等の発掘調査が行われた。


　笹子（2）遺跡については、平成 17 年に県埋蔵文化財調査センターが 37,800㎡を対象として試掘・


確認調査を実施し、縄文時代早期及び後期の遺跡であることを確認、本発掘調査区域を確定した。


その後、平成 19 年 10 月及び平成 20 年 3 月に東北地方整備局青森河川国道事務所、県教育庁文化財


保護課、及び県埋蔵文化財調査センターの三者で発掘調査前の事前協議を行い、平成 20 年 4 月 23 日


から発掘調査を行った。


　なお、今回の笹子（2）遺跡の土木工事等のための発掘調査に関する通知書は、平成 20 年 4 月 10 日


付けで青森河川国道事務所長名により提出され、平成 20 年 4 月 21 日付けで青森県教育委員会教育長


から当該発掘前における埋蔵文化財の記録の作成のための発掘調査の実施が指示された。（畠山）


第 2節　調査の方法


１ 発掘作業の方法　


平成 17 年度の発掘調査


　調査対象範囲や遺跡の内容を確認することを目的にトレンチ調査を実施した。


〔測量基準点・水準点の設置・グリッド設定〕調査期間が短期間であったため、測量基準点は当該


事業に伴って設置された用地の幅杭を用いることとした。グリッドの軸線は公共座標に軸を一致さ


せることとし、グリッド基点は、遺跡全体を包含するよう、かつ、X 座標・Y 座標とも整数部下二桁


が 00 となる地点を選定した。各グリッドは、北から南にローマ数字と A ～ Y のアルファベット、西


から東に算用数字を付けて、その南西隅の組み合わせで呼称した。その結果、グリッド基点Ⅰ A-0 の


座標値は（X=51700.000 Y=53400.000）、その他例を挙げれば、Ⅲ U-90 グリッドが（X=51980.000　


Y=53760.000）、Ⅳ K-165 グリッドが（X=52040.000、Y=54060.000）となった。グリッド杭は、必要


に応じて随時打設した。〔基本土層〕遺跡の基本土層については、表土から順にローマ数字を付けて
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笹子⑵遺跡


呼称した。〔遺物包含層の調査〕上層から人力により掘削した。出土した遺物は、時代・時期等を確


認し、層位毎にグリッド単位で取り上げた。〔遺構の調査〕第 1 号住居跡の一部を検出したが、精査


は行わなかった。〔写真撮影〕写真撮影には、原則として 35mm モノクローム、35mm カラーリバー


サルの各フィルム及び 800 万画素のデジタルカメラを併用し、発掘作業状況、トレンチの土層の堆積


状態、遺物の出土状態、遺構の検出状況等について適宜記録した。


平成 20 年度の発掘調査


　平成 17 年度の確認調査により、縄文時代の遺構（住居跡）・遺物包含層が確認されていたため、


縄文時代の遺構調査に重点をおいて、遺跡の時期・構造等を把握できるような調査方法を採用した。


〔測量基準点・水準点の設置・グリッド設定〕グリッドは、平成 17 年度調査で設定されたものを


踏襲した。ただし、調査対象区域を取り囲むように、4 級測量基準点を測量業者に委託して設置


した。測量原点は当該事業に伴って設置された 3 級基準点の No.1（日本測地系で X=52065.869 


Y=54460.369）、No.2（X=52191.784 Y=54832.221）を利用した。新設点の成果計算方法は結合トラ


バース方式により、座標値は表１のとおりである。これを基に、公共座標第Ⅹ系に軸を一致させた


4m × 4m のグリッドを設定した。現地においては、グリッドの目安となる 20 ｍ四方の方眼杭を打設し、


必要に応じ細かな方眼を打設した。レベル原点も、既存成果（前出）


の KBM1（地盤高 111.289m）を与点として各４級基準点に標高を設


置し、必要に応じ実測基準点から移動して使用した。〔基本土層〕遺跡


の基本土層については、表土から順にローマ数字を付けて呼称した。


〔表土等の調査〕平成 17 年度の確認調査により、表土は遺物が希薄


であることが分かったので、重機を併用して掘削の省力化を図った。


表土以下は縄文時代の遺物が出土するため、人力で掘削を行った。


遺物は、適宜地区単位で層位毎に取り上げた。〔遺物包含層の調査〕


上層から層位毎に人力で掘削した。遺物が密集して出土した区域では、トータルステーションや簡易


遣り方測量により、縮尺 1/20・1/10 のドットマップ図や形状実測図を作成したが、遺物が散発的に


出土した区域では、原則としてグリッド単位で層位毎に取り上げた。〔遺構の調査〕検出遺構には、


原則として確認順に種類別の番号を付けて精査した。堆積土層観察用のセクションベルトは、遺構の


形態、大きさ等に応じて、基本的には 4 分割又は 2 分割で設定したが、遺構の重複や付属施設の有無


等により必要に応じて追加した。遺構内の堆積土層には算用数字を付けて、ローマ数字を付けた基本


土層と区別した。遺構の平面図は、主に簡易遣り方測量で、縮尺 1/20 を基本として作成した。遺構


の堆積土層断面図や竪穴住居跡に伴う炉等の平面図、出土遺物の形状実測図等は、簡易遣り方測量等


で縮尺 1/20・1/10 の実測図を作成した。遺構内の出土遺物については、遺構単位・遺構内地区単位


で層位毎に又は堆積土一括で取り上げたが、焼失住居の炭化材（底面）や、炭化材と同一層位の遺物、


炉・カマドの出土遺物については、トータルステーションや簡易遣り方測量により、必要に応じて縮尺


1/20・1/10 のドットマップ図・形状実測図等を作成した。〔写真撮影〕写真撮影には原則として


35mm モノクローム、35mm カラーリバーサルの各フィルム及び 1000 万画素のデジタルカメラを併用し、


発掘作業状況、土層の堆積状態、遺物の出土状態、遺構の検出状況・精査状況・完掘後の全景等に


表 1　新設 4 級基準点成果表
点名 X 座標 Y 座標 点種


S.4 52075.241 54090.430 木杭
S.5 52069.590 54074.024 木杭
S.7 52005.520 53767.027 木杭
S.8 51999.161 53736.205 木杭
S.9 51938.490 53731.698 木杭
S.10 51948.120 53770.652 木杭
S.11 51962.376 53796.546 木杭
S.12 51969.661 53844.567 木杭
S.15 52015.758 54030.263 木杭
S.16 52033.936 54051.169 木杭
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ついて記録した。また、業者に委託してラジコンヘリによる遺跡及び調査区域全体の空中写真撮影を


行った。


２ 整理作業の方法


　調査の結果、縄文時代中期末葉～後期前葉の竪穴住居跡 2 軒、縄文時代中期末葉～後期初頭の土


坑 2 基、縄文時代早期末葉〜前期前半の土坑（陥穴）3 基、縄文時代の溝状土坑 11 基、古代の炭窯


1 基等の遺構が検出され、縄文時代の土器・石器等の遺物が 30 箱出土した。縄文時代集落の時期・構


造等を解明するため、竪穴住居跡をはじめとする各遺構の構築時期の検討に重点をおいて整理・報告


書作成作業を進めた。


〔図面類の整理〕遺構の平面図は簡易遣り方測量を主に、一部トータルステーションを用いて作成した。


整理作業では平面図と堆積土層断面図や炉等の付属施設の実測図等との図面調整を行った。また、


遺構台帳・遺構一覧表等を作成して、発掘作業時の所見等を整理した。〔写真類の整理〕35mm モノ


クロームフィルムは撮影順に整理してネガアルバムに収納し、35mm カラーリバーサルフィルムは発掘


作業状況、包含層遺物の出土状態、遺構毎の検出・精査状況等に整理してスライドファイルに収納した。


また、デジタルカメラのデータは 35mm カラーリバーサルフィルムと同様に整理してタイトルを付けた。


〔遺物の洗浄・注記と接合・復元〕縄文時代の遺構出土遺物及び包含層出土遺物を優先的に洗浄し、


接合・復元作業を早期に進めるようにした。遺物の注記は、調査年度、遺跡名、出土区・遺構名、層位、


取り上げ番号等を略記したが、剥片石器等の直接注記できないものは、収納したポリ袋に注記した。


接合・復元にあたっては、同一個体の出土地点・出土層等の整理を怠らないようにした。〔遺物の


観察・図化〕遺物全体の分類を適切に行った上で、遺構に伴って使用・廃棄（放置）された資料、遺構


の構築・廃絶時期等を示す資料、遺存状態が良く同類の中で代表的な資料、所属時代（時期）・型式・


器種等の分かる資料等を主として選別した。充分観察した上で、遺物の特徴を適切に分かり易く表現


するように図化した。特に、縄文土器の復元個体については、可能な限り（拓本を使用せず）実測図


を作成するようにした。また、遺物台帳・観察表・計測表等を作成した。〔遺物の写真撮影〕業者に


委託して行ったが、実測図等では表現しがたい質感・雰囲気・製作技法・文様表現等を伝えられるよう


に留意した。〔理化学的分析〕竪穴住居跡の建築材を特定するための炭化材の樹種同定、炭化材の


年代測定、炭化種実の同定を業者に委託して行った。〔遺構・遺物のトレース・版下作成〕　遺構・遺物


の実測図やその他の挿図のトレースは、手作業と㈱ CUBIC 製「トレースくん　Cubic」を用いたデ


ジタルトレースを併用した。実測図版・写真図版等の版下作成も手作業とデジタルデータによる編集


を併用した。遺構内出土遺物のうち、焼失住居の炭化材や、炭化材と同一層位の出土遺物については、


必要に応じて縮尺 1/20・1/10 のドットマップ図・形状実測図等を掲載した。〔遺構の検討・分類・整理〕


各遺構毎に種類・構造的特徴・出土遺物・他の遺構との新旧関係等に関するデータを整理し、構築時


期や同時性・性格等について検討を加えた。〔遺物の検討・分類・整理〕遺物を時代・時期・種類毎


に整理し、出土遺物全体の分類・器種構成・個体数等について検討した。〔調査成果の検討〕遺構・


遺物の検討結果を踏まえて、遺跡時期・構造・変遷等について検討・整理した。
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第 3節　調査の経過


１ 発掘作業の経過


平成 17 年度の発掘調査


　平成 17 年度の調査は、調査委託者の要望で、笹子（2）遺跡の本調査必要範囲を確定することを目的


として実施した。発掘調査体制は以下のとおりである。


調査主体	 青森県埋蔵文化財調査センター


所長	 白鳥　隆昭


次長	 三浦　圭介（平成 20 年 3 月退職）


総務 GL	 櫻庭　孝雄（平成 21 年 3 月退職）


調査第二 GL	 工藤　　大


文化財保護主査	 中村　哲也（発掘調査担当者）


文化財保護主事	 佐々木　雅裕（発掘調査担当者）	 小山内　将淳（発掘調査担当者 現金木中学校教諭）


調査補助員	 成田　英規（平成 18 年 3 月退職）	 土岐　真以（平成 18 年 3 月退職）


	 敦賀　優子（平成 19 年 2 月退職）	 加藤　 渉 （平成 19 年 3 月退職）


	 山脇　健一（平成 19 年 1 月退職）	 赤坂　啓明（平成 18 年 9 月退職）


	 杉浦　規栄（平成 20 年 3 月退職）


専門的事項に関する指導・助言


調査指導員	 市川　金丸　元青森県考古学会会長（考古学 故人）


調査員	 松山　 力　 八戸市文化財審議委員（地質学）


	 藤原　弘明　五所川原市教育委員会生涯学習課主任（考古学）　


　9 月初旬、整地、調査事務所・器材庫・発掘作業員休憩所や仮設トイレの設置、駐車場の整備等、


事前の準備作業を行った。9 月 6 日、八戸南環状道路事業用地内の潟野遺跡から機材を搬入して調査


を開始した。調査対象区域は、全面に笹・灌木が繁茂していたため、9 月上旬は草刈り等の環境整備


に費やした。9 月 12 日からトレンチを設定し順次掘削を行った。調査は順調に進み、10 月上旬には


おおむね遺物が出土する範囲を把握することができた。10 月中旬には、遺構（縄文時代の住居跡）を


検出し、本調査必要区域を確定し、また、遺跡の内容を把握することができた。10 月 21 日、器材


保管用のプレハブと器材を残し撤収作業を行った。11 月 8 日、所轄の警察署に文化財保護課から遺物


発見届を提出した。


平成 20 年度の発掘調査


　平成 20 年度の笹子（2）遺跡発掘調査は、調査委託者の要望に応えて、調査対象面積 5,000㎡を対象


として（図 4）、4 月 23 日から 8 月 29 日までの発掘作業期間で実施することになった。


平成 17 年度に青森県埋蔵文化財調査センターが行った確認調査の結果、2 箇所（図 4 の A 区・B 区）


で縄文時代の遺物包含層が確認されているので、表土から順次掘り下げて、縄文時代の遺物包含層


の調査、縄文時代の遺構検出・調査の順に発掘作業を進めることにした。ただし後述するように、


遺構・遺物の出土範囲が当初の想定範囲より若干広がったため、実質調査面積は約 6,100㎡となった。







― � ―


第 1 章　調査の概要


　発掘調査体制は、以下のとおりである。


調査主体	 青森県埋蔵文化財調査センター


所長	 伊藤　博文


次長	 工藤　　大（調査第一 GL 兼務）


総務 GL	 櫻庭　孝雄（平成 21 年 3 月退職）


調査第二 GL	 畠山　　昇


文化財保護主幹	 三浦　一範（発掘調査担当者）


文化財保護主査	 中村　哲也（発掘調査担当者）


調査補助員	 舘山　朝子（平成 20 年 9 月退職）


	 鈴木　貴仁　 金子　正伸　 木村　崇志（平成 20 年 5 月から）


専門的事項に関する指導・助言


調査指導員	 村越　 潔 　国立大学法人　弘前大学名誉教授（考古学）


調査員	 松山　 力 　八戸市文化財審議委員（地質学）


	 松田　泰典　東北芸術工科大学文化財修復研究センター長教授（分析化学）


　発掘作業の経過、業務委託状況等は、以下のとおりである。


　3 月 26 日、国土交通省青森河川国道事務所（調査委託者）、青森県教育庁文化財保護課と調査前の


打合せを行い、発掘作業の進め方等について再度確認した。4 月下旬、調査事務所、器材庫、発掘作


業員休憩所や仮設トイレの設置、駐車場の整備等、事前の準備作業を行った。4 月 23 日、発掘器材等


を現地へ搬入し、環境整備後、調査区域の南端部から発掘作業を開始した。4 月 24 日～ 4 月末、A 区


の調査から着手した。表土は遺物の出土量がごく少ないので、重機を併用して効率的に掘削した。


併せて、土層観察用のトレンチを 2 箇所深掘りし、基本土層を確認した。5 月上旬以降は A 区の遺構


検出に努めた。その過程において、遺構が当初想定した調査区の縁辺部で検出されたことから、一部


拡張して調査を行うこととした。5 月下旬、測量基準点・水準点は、㈲イブキサーベイングに委託し


て設置し、これに基づいて 4m 単位のグリッドを設定した。また、A 区の遺構精査を開始した。6 月


上旬、重機を用いて B 区の表土除去を行い、終了後、速やかに人力により包含層掘削を行った。6 月


中旬、B 区では縄文時代の住居跡 2 軒、および陥穴が検出され始め、縄文時代の住居跡から精査を


開始した。6 月 27 日、A 区の遺構精査を終了した。8 月下旬、遺構の精査の大半を終え、8 月 23 日、


㈱シン技術コンサルに委託して遺跡及び調査区域全体の空中写真撮影を行った。8 月 25 日以降、残っ


ていた若干の遺構精査を終了し、撤収準備を行った。8 月 29 日、すべての発掘作業を終了し、発掘器材・


出土品等を搬出した後、現地から撤収した。9 月 5 日、所轄の警察署に文化財保護課から遺物発見届


を提出した。


２ 整理・報告書作成作業の経過


　平成 20 年度の笹子（2）遺跡発掘調査では、縄文時代の遺構が 19 基、古代の遺構が 1 基、遺物が 30 箱


（段ボール箱）出土した。報告書刊行事業は平成 21 年度に実施することになったが、写真類の整理


作業等は、発掘作業終了後の平成 20 年 11 月に終了している。また、発掘調査で作成した図面の整理
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作業は、発掘調査期間内の平成 20 年 7 ～ 8 月に、遺物の洗浄・注記は平成 21 年 3 月までに終了した。


この他の整理・報告書作成作業は平成 21 年 4 月 1 日から平成 22 年 3 月 29 日までの期間で行った。


笹子（2）遺跡は縄文時代と古代の複合遺跡であり、検出遺構の中では縄文時代の遺構が大多数をしめ、


出土遺物の中では縄文時代中期末葉から後期前葉の土器が多い点等を考慮して、これに応じた整理作業


の工程を計画した。報告書の総頁数は 120 頁で、このほとんどを縄文時代の遺構・遺物の記載にあて


ることにした。


　整理・報告書作成体制は、発掘調査体制に整理作業員 4 名を加えたものである。


調査主体青森県埋蔵文化財調査センター


文化財保護主幹　三浦一範（報告書作成担当者）


文化財保護主査　中村哲也（報告書作成担当者）


整理作業員等　　増川喜美枝　三上朋子　増田章子　髙田裕子


整理・報告書作成作業の経過、業務委託状況等は、以下のとおりである。


平成 21 年度


　4 月上旬～ 5 月上旬、遺物の接合・復元作業を進めた。併せて、グリッド別の遺物出土量を集計した。


この間に、石器の報告書掲載遺物を選別した。5 月中旬～、剥片石器の実測を開始した。炭化材の年


代測定を㈱加速器分析研究所に委託した。8 月上旬～、剥片石器のひととおりの実測を終え、礫石器


の実測を開始した。剥片石器のうち、接合資料は実測委託することとし、㈱アルカに実測を委託した。


10 月上旬～、礫石器のひととおりの実測を終え、土器の採拓を行った。10 月中旬～、土器の実測を


開始した。11 月上旬～、剥片石器・礫石器・土器の実測図の修正と土器の実測を併行して進めた。


また、炭化材のサンプル等を整理して古代の森研究舎に理化学的分析を委託し、剥片石器の接合資料に


ついては、実測図作成を追加委託した。11 月中旬～ 12 月下旬、図化作業が終了した遺物から、順次


トレースを行った。トレースが終了した遺構・遺物については、印刷用の版下を作成した。この間に、


シルバーフォト・スタジオエイトに委託して報告書掲載遺物の写真撮影を行い、写真図版を作成した。


また、調査成果を総合的に検討して、報告書の原稿作成を開始した。1 月中旬、原稿・版下等が揃っ


たので、報告書の割付・編集を行い、印刷業者を入札・選定して入稿した。3 月 29 日、3 回の校正を


経て、報告書を刊行した。最後に、記録類・出土品を整理して収納した。（中村）
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第２章　遺跡周辺の地形・地質と遺跡の層序


第1節　遺跡周辺の地形・地質


　八戸市付近は新井田川・馬淵川によって形成された河岸段丘が発達している。笹子（2）遺跡は八戸


市の中心部から南方約 5km の土橋川左岸に所在する。新井田川と馬淵川に挟まれたこの地域では、


段丘は上位から蒼前平段丘（標高 120 ～ 200m）、天狗岱段丘（標高 60 ～ 120m）、高館段丘（標高


30m ～ 50m）、根城段丘（15 ～ 30m）、沖積地に区分され、一部に根城段丘より低い田面木平段丘が


分布する。（松山 1983、川村・堀田 2001）によれば笹子（2）遺跡がのる段丘面は天狗岱段丘面である。


　第四紀の火山灰は下位から最新世の天狗岱火山灰層、高館火山灰層、完新世の八戸火山灰層が数 m


～十数 m の厚さで堆積し、さらに上位の黒色土中に二ノ倉火山灰、南部浮石（8,600 ± 250B.P.）、


中掫浮石（縄文時代前期中葉）、十和田 b 浮石（縄文時代晩期終末～弥生前期）、十和田 a 火山灰、


白頭山火山灰の完新世火山灰がみられる。多くの場合は成層状態になく、土壌中に拡散しているが、


谷や遺構の堆積土中など降下当時に窪地だった部分に成層状態でみられることがある。二ノ倉火山灰


の二次堆積層中からは縄文時代草創期の爪形文土器・多縄文土器が出土することが知られている。


　この地域の基盤は第三紀中新世の地層で、その上位に第四紀の火山灰層が数 m ～十数 m の厚


さでのっている。第三紀層はほとんどが火山砕屑岩類である。通産省工業技術院地質調査所の


1/200,000 地質図（平成 3 年 3 月発行）によれば、遺跡付近では、このほかに輝石安山岩類がみられる。


図 2　八戸市付近の段丘区分図（松山　1983 を再トレース）
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笹子⑵遺跡


磨製石斧をはじめとする各種礫石器の材料として用いられる古期岩類は新井田川右岸から太平洋岸


にかけての地域に分布する。


　最新世火山灰と完新世火山灰である八戸火山灰は段丘面と対応関係があり、蒼前平面・天狗岱面


には天狗岱火山灰層・高館火山灰層・八戸火山灰層が、高館面には高館火山灰層・八戸火山灰層が、


高館面・根城面には八戸火山灰層が、田面木面には八戸火山灰層がのる。


　周辺は南から北に向かって傾斜する緩やかな丘陵地形となっており、遺跡付近での標高は 100 ～


110m 前後である。遺跡東方は、土橋川によって開析された急斜面、遺跡西方は開析谷の谷頭によっ


て区切られ、緩やかな斜面となっている。遺跡中央部には南から北に向かって緩やかな谷地形が複数


認められる。


第 2節　遺跡の層序


　調査区は遺跡東部の A 区と遺跡西部の B 区がある。A 区は土橋川に向かって突き出す幅の狭い尾


根上に位置する。A 区北側は南西から北東に向かってのびる開析谷に面した急斜面である。B 区は北


に向かって伸びる緩やかな尾根上に位置する。東西は開析谷の谷頭で区切られており、緩斜面となっ


ている。


　基本的な層序は A 区・B 区とも共通するが、微地形によって細部が異なる場合もみられた。


第Ⅰ層　10YR2/1 黒色シルト


第Ⅱ層　10YR1.7/1 黒色シルト


第Ⅲ層　基本層序 B-2 では三層に、基本層序 B-1 では二層に細分されたが、その他の地点では細分


されなかった。また、A-1 では堆積が薄く、層厚 10cm 前後である。


　第Ⅲ a 層　10YR1.7/1 黒色砂質シルト　


　第Ⅲ b 層　10YR2/1 黒色砂質シルト　中掫浮石起源と思われる黄褐色の微細な粒子を含む。


　第Ⅲ c 層　10YR3/4 暗褐色～ 10YR6/6 明黄褐色軽石　中掫浮石。木根等により寸断され、不連続


な堆積を示す。基本層序 B-2 付近の谷頭に堆積している。


第Ⅳ層　暗褐色のシルト質土壌で、南部浮石の分布状態から、基本層序 A-1・B-2 では三層に細分され、


各細分層と下層の境界は漸移的である。基本層序 B-1 では層厚約 30cm で、南部浮石が均等に分布す


るため細分されなかった。B 区では北側に行くほど層厚が薄くなり、第Ⅲ層との区別が困難になる。


　第Ⅳ a 層　10YR1.7/1 黒色シルト　10YR5/6 南部浮石を下半に 20%含む。


　第Ⅳ b 層　10YR2/1 黒色シルト　10YR5/6 南部浮石を 40%含む。


　第Ⅳ c 層　10YR2/2 黒褐色シルト　10YR5/6 南部浮石を 5%上部に含む。


第Ⅴ層　基本層序 A-1・B-1 では二層に細分され、A-2 では欠如する。B-2 では第Ⅳ c 層より下位は


掘削していないため不明である。


　第Ⅴ a 層　10YR4/6 褐色シルト質火山灰土


　第Ⅴ b 層　10YR5/8 黄褐色シルト質火山灰土


第Ⅵ層　八戸火山灰層である。


　第Ⅵ a1 層　10YR7/6 明黄褐色シルト質火山灰土
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第２章　遺跡周辺の地形・地質と遺跡の層序
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　第Ⅵ a2 層　10YR6/6 明黄褐色浮石　φ 10mm。丸みを帯びる。


　第Ⅵｂ層　10YR7/3 ～ 7/4 にぶい黄橙色砂質～粘土質火山灰土


　第Ⅵｃ層　10YR8/6 黄橙色浮石　風化している。


　第Ⅵｄ層　10YR7/6 明黄褐色粘土質火山灰土


　第Ⅵｅ層　10YR8/6 黄橙色浮石　風化している。


　第Ⅵｆ層　10YR8/2 灰白色～ 10YR8/3 浅黄橙色粘土質火山灰土


　第Ⅵ a2 層～第Ⅵ f 層が八戸火山灰第Ⅵ層～第Ⅰ層にそれぞれ相当すると思われる。


　基本層序 A-1 では、斜面に二次堆積したと思われ、第Ⅵ -1 層とした。


第Ⅶ層


　10YR5/3 にぶい黄褐色粘土質火山灰土　高館火山灰最上部の暗色帯。


　第Ⅱ層～第Ⅲ a 層にかけて縄文時代前期末葉から後期の遺物が出土する。ただし、第Ⅲ層は層厚が


薄い部分では細分されないので、遺物取り上げの際はすべて第Ⅲ層として取り上げてある。B 区では


第Ⅲ層～第Ⅳ層にかけて縄文時代早期～前期の遺物が出土する。（中村）


参考文献


　松山　 力 　1983『八戸の地質』八戸市教育委員会


　川村　 正・堀田　報誠　 2001 「Ⅰ章４. ４ 県東部の台地」『青森県史 自然編 地学』青森県


図 3　基本層序
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笹子⑵遺跡


第３章　検出された遺構と遺物


第1節　検出遺構・遺物の概要


　平成 17 年度の確認調査の結果、2 箇所の調査必要範囲が確認された。平成 21 年度の整理段階で、


東側の調査区を A 区、西側の調査区を B 区と呼称することとした。


　


　A 区は土橋川に面した南西から北東に伸びるやや幅の狭い尾根上にある。東側と北側は土橋川へ向


かって傾斜する谷地形に区切られた急斜面となっている。A 区からは縄文時代の土坑 2 基、剥片集積


1 箇所、焼土 1 基、古代の炭窯１基が検出された。包含層で出土した遺物は縄文時代後期初頭を中心


とした土器、それに伴うとみられる石器が中心で、尾根頂部から北側斜面にかけて散発的に出土した。


出土層位は第Ⅲ層を主体とする。


　B 区は標高 105m ～ 110m 前後の尾根上に位置する。南北に延びる尾根と東西に延びる尾根の合流点


にあたり、A 区よりも広く、緩傾斜をなしている。B 区では縄文時代中期末葉～後期前葉の竪穴住居


跡 2 軒、中期末葉の土器埋設遺構 1 基、縄文時代の溝状土坑 11 基、縄文時代早期中葉〜前期前半の


土坑（陥穴）3 基、縄文時代の礫石器集積遺構 1 ヶ所、焼土遺構 3 基が検出された。竪穴住居跡は、


調査区南側で検出されている。溝状土坑は尾根上に広く展開し、土坑は尾根の合流点付近から南西側に


展開する。遺構外で出土した遺物は、縄文時代早期末葉〜前期初頭、中期末葉～後期初頭、後期前葉、


後期中葉、弥生時代、古代～近世と各時期のものがあり、主体を占めるのは縄文時代中期末葉～後期


初頭・後期前葉の土器・石器・土製品・石製品であり、早期末葉～前期初頭の土器がこれに次ぐ。その


他の時期に属するものは僅少である。第Ⅱ層下部～第Ⅲ層が縄文時代中期末葉〜後期中葉の遺物の


包含層で、第Ⅲ層下部～第Ⅳ層が早期末葉から前期初頭の遺物の包含層である。また、第Ⅰ層ないし


第Ⅱ層からは近世の陶磁器の小片が数片出土したが、遺構は検出されなかった。


　各々の調査区で検出された遺構は、位置・検出層位・計測値・重複など基本的な情報を表 2 に示し、


それ以外について本文中で記載することとした。（中村）


表 2　遺構一覧表
＊計測値が上下二段のものは、上段が開口部、下段が底面の値である。深さは断面図において、遺構の最も高い部分と低い部分の差をとった。
溝状土坑の短軸は、長 軸の１/2 付近で計測した。


調査区 遺構名 略号 確認層位 時代・時期 位置
計測値


重複 備考
長軸（m）短軸（m）深さ（m） 床面積（㎡）


B 第 1 号住居跡 S I -1 Ⅲ層下部 縄文時代中期末葉～後期初頭 Ⅲ N・O
　-94・95


3.58 3.39 0.50 8.47 −
3.39 3.00 


B 第 2 号住居跡 S I -2 Ⅳ層 縄文時代中期末葉～後期前葉 Ⅲ M-94 （2.30） 2.84 0.38 （5.52） −
（2.20） 2.74 


B 第 1 号土器埋設遺構 SR-1 Ⅲ層 縄文時代中期末葉 Ⅲ P-96 0.35 0.31 0.35 − −
A 第 1 号土坑 SK-1 縄文時代 ⅣI・J-161・162 2.52 1.18 0.15 −
A 第 2 号土坑 SK-2 縄文時代中期末葉 Ⅳ J・K-161 2.10 2.10 0.36 − −
A 第 3 号土坑 SK-3 − 欠番 − − − − −
A 第 4 号土坑 SK-4 − 欠番 − − − − − −
B 第 5 号土坑 SK-5 Ⅳ層下部 縄文時代早期中葉～前期前半 Ⅲ K・L


　-88・89
2.96 1.58 1.26 − −
0.92 0.84 
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第３章　検出された遺構と遺物
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図 4　遺跡付近の地形と調査区位置図（S=1/3,000）
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笹子⑵遺跡


調査区 遺構名 略号 確認層位 時代・時期 位置 計測値 重複 備考長軸（m）短軸（m）深さ（m） 床面積（㎡）
B 第 6 号土坑 SK-6 Ⅳ層下部 縄文時代早期中葉～前期前半 Ⅲ N-90 1.72 1.53 1.28 − −


1.33 0.76 
B 第 7 号土坑 SK-7 Ⅳ層下部 縄文時代早期中葉～前期前半 Ⅲ K


　-84・85
2.14 1.76 1.16 − −
1.12 0.76 


B 第 1 号溝状土坑 SV-1 Ⅳ 層 下 部 ～
Ⅴ層上面


縄文時代前期後半かそれ以降 Ⅲ P・Q-91 3.48 0.62 1.67 −
3.34 0.16 −


B 第 2 号溝状土坑 SV-2 Ⅴ層上面 縄文時代前期後半かそれ以降 Ⅲ P・Q-87 2.90 0.93 1.62 −
2.41 0.71 −


B 第 3 号溝状土坑 SV-3 Ⅴ層上面 縄文時代前期後半かそれ以降 Ⅲ M・
N-82・83


3.88 0.60 1.24 −
3.56 0.05 −


B 第 4 号溝状土坑 SV-4 Ⅴ層上面 縄文時代前期後半かそれ以降 Ⅲ V・W
　-82・83


3.55 0.85 1.59 −
3.38 0.08 −


B 第 5 号溝状土坑 SV-5 Ⅴ層上面 縄文時代前期後半かそれ以降 Ⅲ U・V
　-83・84


3.87 0.93 1.39 −
3.26 0.13 −


B 第 6 号溝状土坑 SV-6 Ⅳ 層 下 部 ～
Ⅴ層上面


縄文時代前期後半かそれ以降 Ⅲ U・V-88 4.40 0.71 1.54 −
3.87 0.08 −


B 第 7 号溝状土坑 SV-7 Ⅴ層上面 縄文時代前期後半かそれ以降 Ⅲ X・Y-84 4.08 0.79 1.38 − −
3.84 0.10 


B 第 8 号溝状土坑 SV-8 Ⅳ 層 下 部 ～ Ⅴ
層上面


縄文時代前期後半かそれ以降 Ⅲ X・Y-85 3.87 0.85 1.26 − −
3.66 0.20 


B 第 9 号溝状土坑 SV-9 Ⅴ層上面 縄文時代前期後半かそれ以降 Ⅲ W・X-87 4.01 0.52 1.34 − −
3.73 0.11 


B 第 10 号溝状土坑 SV-10 Ⅳ 層 下 部 ～ Ⅴ
層上面


縄文時代前期後半かそれ以降 Ⅲ V・W
　-88・89


3.51 0.89 1.53 − −
3.27 0.22 


B 第 11 号溝状土坑 SV-11 Ⅳ 層 下 部 ～ Ⅴ
層上面


縄文時代前期後半かそれ以降 Ⅲ Y・Ⅳ A
　-90・91


3.31 0.86 1.26 − −
2.91 0.16 


A 第 1 号剥片集積遺構 縄文時代 Ⅳ R-166 − −
B 第 1 号礫石器集石遺構 縄文時代前期後半かそれ以降 Ⅲ W-92 0.29 0.18 − − −
A 第 1 号焼土遺構 SN-1 Ⅲ層 縄文時代 Ⅳ G-158 − −
B 第 2 号焼土遺構 SN-2 Ⅳ層下部 縄文時代 ? Ⅲ P-83 0.22 0.22 0.05 − −
B 第 3 号焼土遺構 SN-3 Ⅲ層 縄文時代 ? Ⅲ S-97 0.22 0.09 0.60 − −
B 第 4 号焼土遺構 SN-4 撹乱 不明 Ⅲ T-83 0.46 0.30 0.10 − −
A 第 1 号炭窯跡 SX-1 平安時代 Ⅳ N・O


 -166・167
5.64 1.92 0.24 ～


0.48
− −







― 13 ―


第３章　検出された遺構と遺物


図 5　Ａ区遺構配置図（S=1/500）
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第３章　検出された遺構と遺物


第２節　A区で検出された遺構と遺物


１　検出された遺構とその出土遺物


第１号土坑（ＳＫ−１、図７）


　第Ⅲ層の精査中に検出された。平面形は不整形を呈し、木根による攪乱が著しい。確認面より低い


位置で第Ⅴ層が焼けた面を確認したため、遺構と判断した。堆積土は黄橙色浮石を含む砂質シルトで


1 つの層と捉えた。中央部に焼土が認められ、断ち割り確認したところ最深部で 10.8cm あった。遺物は、


縄文時代中期末葉から後期初頭の粗製土器と思われる破片が 2 点（図 8 − 1・2）出土している。堆積


土等から縄文時代の遺構と考えられる。


第２号土坑（ＳＫ−２、図７）


　第Ⅲ層の精査中に検出された。攪乱の目立つ遺構である。図の東側楕円形の部分が元々の土坑と思


われる。確認面での平面形は不整形を呈し、深さは 36cm で断面形状は長方形に近い。堆積土は 5 層


に分層され、全体が暗褐色シルトで構成されているが、下層に進むにつれて攪乱が目立ってくる。


遺物は、縄文時代中期末葉の略完形土器（図 8 − 3）が出土し、その他に中期末葉～後期初頭のもの


と思われる土器片も１点出土している。堆積土及び出土遺物からこの遺構は縄文時代中期末葉の土坑


と考えられる。


焼土遺構（ＳＮ−１、図７）


　焼土遺構は 1 基検出された（図 7）。図示したおよそ 30cm × 40cm の範囲に焼土の広がりが認めら


れた。断面の状況等から廃棄された焼土と考えられる。


炭窯（ＳＸ−１、図９）


　炭窯は 1 基検出された（図 9）。丘陵北斜面中腹に立地する。第Ⅱ層の精査中に検出された。平面


の形状は、炭化室が隅丸長方形であるが、焚き口が突き出しているため、全体ではワインボトル形に


なっている。長軸方向は、N − 74 度− W にある。炭化室側の窯底面はほぼ平坦であり、焚き口側の


底面は凸凹が見られる。覆土から縄文時代中期末葉から後期前葉までの土器片が 8 点（図 9 − 6 ～


13）出土している。これらは炭窯近辺の土中から流れ込んだものと考えられる。この炭窯が使用され


ていた時期は、1 層から出土した木炭 2 点の放射性炭素年代測定（AMS 測定）の結果から、平安時代


中頃の約 80 年間に渡る期間の中のある時期に使用されていたものと思われる。


剥片集積（図 10 〜図 18）


　剥片集積は 1 基検出された（図 10）。丘陵北斜面中腹やや下方に立地する。剥片出土点数は 208 点


に上り、全て同一グリッド内のほぼ 2 ｍ四方第Ⅱ層から出土した。出土状況等から一括して投棄され


たものと考えられる。時期を示すような遺物は出土していない。出土した剥片のうち 59 点が接合し、


31 点の接合資料を得た。ハードハンマーによる直接打撃の剥片剥離作業によるものが多く、その中


でも特徴的なものとして接合資料 1（図 10 − 1）について述べる。この接合資料は５片接合されている。


1 − 2 が剥片剥離工程を示す最も良い資料で、打面厚 4.6mm、剥離角 110 度で打面は不規則な切り子


打面である。石核が頻繁に打面転位をしていること、ハードハンマーの直接打撃で作業面を左右から


奥に打撃を進行させていること、ハンマーはやや寝かせ気味で剥離作業を行っていることが窺える。


（三浦）
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笹子⑵遺跡


図 7　土坑・焼土遺構
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図 8　土坑出土遺物
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笹子⑵遺跡


図 9　炭窯・炭窯出土遺物
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第３章　検出された遺構と遺物


図 10　剥片集積・剥片集積出土剥片（1）
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笹子⑵遺跡


図 11　剥片集積出土剥片（2）
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第３章　検出された遺構と遺物


図 12　剥片集積出土剥片（3）
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笹子⑵遺跡


図 13　剥片集積出土剥片（4）
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第３章　検出された遺構と遺物


図 14　剥片集積出土剥片（5）
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笹子⑵遺跡


図 15　剥片集積出土剥片（6）
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第３章　検出された遺構と遺物


図 16　剥片集積出土剥片（7）
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笹子⑵遺跡


図 17　剥片集積出土剥片（8）
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第３章　検出された遺構と遺物


図 18　剥片集積出土剥片（9）
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笹子⑵遺跡


２　遺構外出土遺物


（1）遺構外の出土土器（図 19・20）


　遺構外から出土した土器は、全て破片で完形品近くまで接合できたものはない。出土した土器の時


期は、縄文時代早期末葉〜前期から弥生時代中期までと幅が広い。


縄文時代前期に位置づけられるもの（14）


　 14 の 1 点である。器厚が最も厚い部分で 12mm あり、繊維束の痕が目立つ。


縄文時代中期に位置づけられるもの（25 〜 27）


　最花式期のものから縄文時代中期末葉のものまで 3 点図示した。25 は文様がＬＲ縦回転の斜縄文で


縦位の調整痕が認められる。26・27 は中期末葉の粗製土器の口縁であり、27 には複節の斜縄文が施


されている。


縄文時代中期末葉から後期初頭に位置づけられるもの（15 〜 24、28 〜 32、63）


　 16 点図示した。15 〜 18 はＲ単軸絡状体で施文され、縦回転が主流であるが、15・16 は途中で横


に方向転換している。19 は無節の絡状体で施文された土器片でほとんど縦に回転させている。20 〜 22


は同一個体で文様がＲＬＲ複節の斜縄文である。器厚が最厚部で 11mm あり、砂の含有が極めて多い


という特徴がある。23・24 も同一個体で前述と同様文様がＲＬＲ複節の斜縄文であるが、器厚がほぼ


4mm と比較的薄手である。28・29 は粗製土器の口縁で、29 はＲＬの細目の原体で丁寧に施文されて


いる。30・31 は縦回転のＬＲ結節斜縄文が特徴と言える。32 は底面に網代痕が認められる。63 は深


鉢の底部破片で、断面がくの字状に開くのが特徴である。


縄文時代後期初頭に位置づけられるもの（33 〜 57）


　33 は波頂部に 2 カ所突起がある口縁～胴部破片である。34・35 は波頂部だけの破片である。36・


38 も口縁部でありその文様は狩猟文の葉や樹木を表しているようにも見える。37 の口縁はやや外反


している。39 はＲ単軸絡状体で格子文様を施している。40・41 は粗製土器で、Ａ区から出土した破片


の中では比較的大きい方である。42 〜 49 は牛ケ沢式の土器片である。42 は開いた器形の深鉢の口縁


部であり、細い粘土紐を貼り付け方形の区画をしている。43 〜 49 も牛ケ沢土器の特徴である粘土紐


による文様が施されている。50 〜 57 は弥栄平（2）式の土器片である。50・51 は同一個体で縄文地に


沈線によって三角文が施されている。52 〜 55 も同様である。56・57 は縄文地に沈線による渦巻文が


施されている。


縄文時代後期中葉から後葉に位置づけられるもの（58 〜 63）


　58 は十腰内Ⅰ式の壺の胴部で沈線による入り組み文様が施されている。59 〜 62 は底部～胴部の破片


で、60 はミニチュア土器の範疇に入るものである。62 には無節の斜縄文が施されている。


弥生時代に位置づけられるもの（64・65）


　弥生時代中期の田舎館式の壺の土器片が 2 点出土した。縄文と沈線、刺突で文様をつけている。菱形


の区画の中に施された縄文は細く短い原体が使用されている。同一個体と思われる。（三浦）
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（2）遺構外の出土石器（図 21 〜 23）


　A 区遺構外からは剥片石器類 27 点、礫石器類 16 点が出土し、そのうち剥片石器 8 点、礫石器 16


点を掲載した。


剥片石器（図 21 − 32 〜 39）


　剥片石器は合計 27 点出土した。その内訳は、石鏃 1 点、削器 5 点、二次加工剥片 2 点、フレーク・


チップ類 14 点、石核 5 点である。これらのうち、図示した石鏃、削器、二次加工剥片の 8 点につ


いて記載する。


　石鏃は無茎の円基鏃（32）が 1 点出土した。円基鏃としては基部がやや鋭角である。


　削器は 5 点出土し、微少であっても刃部加工をしているものを削器とした。縦長剥片を素材とし、


自然打面を持ち、右辺裏面から刃部加工しているもの（33）、右辺表面から刃部加工しているもの（34）


があり、また、半円状剥片を素材とし、周囲の一部を刃部加工しているもの（35）や縦長剥片を素材とし、


内湾する辺を刃部加工しているもの（36）、縦長剥片の一部の抉り入りの湾曲上に細部加工が施され、


棒などの丸い面を持つものの加工用に作成したと思われるもの（37）がある。


　二次加工剥片は 2 点出土した。貝殻状の剥離が縁辺に見られる尖頭器素材様のもの（38）と下端部に


加工を施した玉髄（39）の 2 点である。


礫石器（図 21 〜 23 − 40 〜 55）


　礫石器は合計 16 点出土した。その全てについて図示し記載する。内訳は、磨製石斧 2 点、磨石 1 点、


敲石 5 点、凹石 3 点、石皿 2 点、台石 1 点、石棒 2 点である。


　磨製石斧は 40・41 で、細かい擦痕の多い完形品（40）と刃部と基部が欠損し、胴部だけになった


もの（41）の 2 点である。


　磨石は 42 の 1 点である。楕円礫でほとんど全面が磨り面になっている。


　敲石は 5 点（43 〜 47）出土した。礫石器全体の 31.3％にあたり最も多く出土した石器である。43


はなすび形で上端と下端の 2 カ所が敲き部分になっている。44 は下部 1 カ所が敲き部分になっている。


45 は長方形で対角線上の 2 つの頂点に敲き部分がある。46 は上端下端の若干逸れた 2 カ所に敲き部


分があり、火はねによる欠損も見られる。47 は縁辺ほとんど全てに渡って敲き痕がある。


　凹石は 3 点（48 〜 50）出土した。48 は表裏 1 カ所ずつ凹みがある。裏面の凹みは 2 つの凹みがつながっ


てできているように見える。49 は表裏及び側面に 1 カ所ずつ計 3 カ所に凹みが見られる。50 は表面


１カ所に微少な凹みが見られる。石器の大きさ、形状から敲石として使用されて凹みができたものと


考えられる。


　石皿は 2 点（51・52）出土した。51 は表裏両面に磨り痕が認められる。52 は表面に磨り面がある。


　台石は 53 の 1 点が出土した。表面の一部に縁取りのような加工痕が認められる。


　石棒は２点（54・55）出土した。54 は破損品である。55 は先端部分に敲き痕が認められる完形品で、


祭祀用に使用されたものと思われる。（三浦）
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図 19　遺構外出土土器（1）
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第３章　検出された遺構と遺物


図 20　遺構外出土土器（2）
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笹子⑵遺跡


図 21　遺構外出土石器（1）
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第３章　検出された遺構と遺物


図 22　遺構外出土石器（2）
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笹子⑵遺跡


図 23　遺構外出土石器（3）
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第３章　検出された遺構と遺物


Ａ区土器観察表
図版 番号 出土地点 層位 器種 部位 外面文様・縄文原体等 時期・土器型式 備考


8 1 SK-1 １層 深鉢 口縁 無文 後期初頭
8 2 SK-1 １層 深鉢 胴部 RL 横斜縄文 後期初頭
8 3 SK-2 １層 深鉢 口縁～底部 RL 横斜縄文、波頂部篦状突起 中期末葉
8 4 SK-2 １層 深鉢 胴部 RL 横斜縄文 中期末葉 ３と同一個体
8 5 SK-2 １層 深鉢 胴部 LR 横斜縄文 中期末葉〜後期初頭
9 6 SX-1 ３層 深鉢 口縁 LR 縦斜縄文 中期末葉 ６〜９同一個体
9 7 SX-1 ３層 深鉢 胴部 LR 縦斜縄文 中期末葉
9 8 SX-1 ２層 深鉢 胴部 LR 縦斜縄文 中期末葉
9 9 SX-1 覆土 深鉢 底部 LR 縦縄文 中期末葉
9 10 SX-1 ２層 深鉢 胴部 LR 縦斜縄文 中期末葉〜後期初頭
9 11 SX-1 １層 深鉢 口縁 粘土紐貼り付け 牛ヶ沢式
9 12 SX-1 １層 深鉢 胴部 粘土紐貼り付け 牛ヶ沢式
9 13 SX-1 覆土 浅鉢 口縁 沈線、口唇部刻み 十腰内Ⅰ


19 14 ⅣＲ-172 Ⅲ層 深鉢 口縁～胴部 RL 縦斜縄文 早期末葉〜前期 繊維痕多い
19 25 ⅣＰ-166 Ⅲ層 深鉢 口縁～胴部 LR 縦斜縄文、縦走沈線 最花式期
19 26 ⅣＰ-167 Ⅰ層 深鉢 口縁～胴部 LR 横斜縄文 中期末葉
19 27 ⅣＰ-165 Ⅲ層 深鉢 口縁 LRL 縦複節斜縄文 中期末葉
19 15 ⅣＰ-166 Ⅲ層 深鉢 口縁 R 単軸絡条体 中期末葉〜後期初頭 15 〜 18 同一個体
19 16 ⅣＯ-166 Ⅲ層 深鉢 口縁 R 単軸絡条体 中期末葉〜後期初頭
19 17 ⅣＱ-166 Ⅲ層 深鉢 胴部 R 単軸絡条体 中期末葉〜後期初頭
19 18 ⅣＲ-166 Ⅲ層 深鉢 胴部 R 単軸絡条体 中期末葉〜後期初頭
19 19 ⅣＩ-164 Ⅲ層 深鉢 胴部 無節絡条体 中期末葉〜後期初頭
19 20 ⅣＮ-164 Ⅱ層 深鉢 胴部 RLR 横複節斜縄文 中期末葉〜後期初頭 20 〜 22 同一個体
19 21 ⅣＯ-166 Ⅱ層 深鉢 胴部 RLR 横複節斜縄文 中期末葉〜後期初頭
19 22 ⅣＰ-165 Ⅱ層 深鉢 胴部 RLR 横複節斜縄文 中期末葉〜後期初頭
19 23 ⅣＩ-163 Ⅱ層 深鉢 胴部 RLR 縦複節斜縄文 中期末葉〜後期初頭 23・24 同一個体
19 24 ⅣＩ-164 Ⅱ層 深鉢 胴部 RLR 縦複節斜縄文 中期末葉〜後期初頭
19 28 ⅣＰ-167 Ⅰ層 深鉢 口縁～胴部 RL 横斜縄文 中期末葉〜後期初頭
19 29 ⅣＭ-168 Ⅱ層 深鉢 口縁 R Ｌ縦斜縄文 中期末葉〜後期初頭
19 30 ⅣＰ-166 Ⅲ層 深鉢 胴部 LR 結節縦斜縄文 中期末葉〜後期初頭 30・31 同一個体
19 31 ⅣＰ-167 Ⅲ層 深鉢 胴部 LR 結節縦斜縄文 中期末葉〜後期初頭
19 32 ⅣＲ-167 Ⅰ層 深鉢 底部 無文 中期末葉〜後期初頭 裏に編物圧痕
20 63 ⅣＰ-165 Ⅲ層 深鉢 底 無文 中期末葉〜後期初頭
19 33 ⅣＰ-166 Ⅲ層 深鉢 口縁～胴部 LR 横斜縄文 後期初頭 波頂部突起２カ所
19 34 ⅣＭ-164 Ⅱ層 深鉢 口縁 RL 横斜縄文 後期初頭 波頂部
19 35 ⅣＮ-167 Ⅲ層 深鉢 口縁 沈線 後期初頭 波頂部
19 36 ⅣＴ-165 Ⅱ層 深鉢 口縁 狩猟文の葉の様な文様 後期初頭
19 37 ⅣＫ-159 Ⅲ層 深鉢 口縁 RLR 横複節斜縄文 後期初頭 口縁部外反
19 38 ⅣＱ-166 Ⅲ層 深鉢 胴部 狩猟文の木の様な文様 後期初頭
19 39 ⅣＭ-164 Ⅱ層 壺 胴部 R 単軸絡条体 5 類、菱形格子文様 後期初頭 2 本の条をクロス
20 40 ⅣＰ-165 Ⅱ層 深鉢 口縁～胴部 RL 横斜縄文 後期初頭 垂直な立ち上がり
20 41 ⅣＰ-166 Ⅱ層 深鉢 口縁～胴部 RL 横斜縄文 後期初頭 垂直な立ち上がり
20 42 ⅣＰ-167 Ⅱ層 深鉢 口縁 粘土紐による隆帯、RL 押圧 牛ヶ沢式 隆帯間に刷毛目
20 43 ⅣＰ-166 Ⅲ層 深鉢 口縁 粘土紐による隆帯、LR 押圧 牛ヶ沢式
20 44 ⅣＳ-165 Ⅱ層 深鉢 口縁 粘土紐による隆帯、LR 押圧 牛ヶ沢式 波頂部
20 45 ⅣＰ-166 Ⅱ層 深鉢 口縁 粘土紐による隆帯、ＲＬ押圧、沈線 牛ヶ沢式
20 46 ⅣＭ-167 Ⅲ層 深鉢 胴部 粘土紐による隆帯、RL 押圧 牛ヶ沢式 隆帯間に刷毛目
20 47 ⅣＰ-165 Ⅱ層 深鉢 胴部 粘土紐による隆帯、LR 押圧 牛ヶ沢式
20 48 ⅣＱ-166 Ⅱ層 深鉢 胴部 粘土紐による隆帯、LR 押圧 牛ヶ沢式
20 49 ⅣＯ-166 Ⅲ層 深鉢 胴部 ２本の隆帯 牛ヶ沢式
20 50 ⅣＰ-166 Ⅱ層 深鉢 口縁～胴部 RL 縦（口縁部は横）斜縄文地に沈線 弥栄平（2） 三角形の文様
20 51 ⅣＲ-166 Ⅱ層 深鉢 口縁～胴部 RL 縦斜縄文地に沈線 弥栄平（2） 50・51 同一個体
20 52 ⅣＰ-166 Ⅱ層 深鉢 口縁 沈線により三角形の文様 弥栄平（2） 52・53 同一個体
20 53 ⅣＰ-166 Ⅱ層 深鉢 口縁 沈線により三角形の文様 弥栄平（2）
20 54 ⅣＯ-173 Ⅲ層 深鉢 口縁 上部 RL 押圧、沈線、LR 斜縄文磨り消し 弥栄平（2）
20 55 ⅣＭ-164 Ⅲ層 深鉢 口縁 沈線、RL 細い原体磨り消し縄文 弥栄平（2）
20 56 ⅣＭ-162 Ⅱ層 深鉢 胴部 沈線、渦巻文 弥栄平（2）
20 57 ⅣＭ-166 Ⅱ層 深鉢 胴部 沈線、蛇行、一部 LR 斜縄文 弥栄平（2）
20 58 ⅣＯ-171 Ⅱ層 壺 胴部 沈線、入組模様 十腰内Ⅰ
20 59 ⅣＯ-166 Ⅲ層 深鉢 底～胴部 L Ｒ縦斜縄文 後期中葉〜後葉
20 60 ⅣＯ-166 Ⅱ層 小鉢 底～胴部 L Ｒ縦斜縄文 後期中葉〜後葉 ミニチュア土器
20 61 ⅣＯ-166 Ⅲ層 深鉢 底～胴部 RL 縦斜縄文 後期中葉〜後葉
20 62 ⅣＱ-165 Ⅲ層 深鉢 底～胴部 R 無節横斜縄文 後期中葉〜後葉
20 64 ⅣＫ-164 Ⅱ層 壺 胴部 沈線、LR 横斜縄文、刺突 弥生中期 田舎館式土器
20 65 ⅣＪ-164 Ⅱ層 壺 胴部 沈線、LR 横斜縄文 弥生中期 64・65 同一個体
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Ａ区石器観察表
図版 番号 器種・分類 出土地点 層位 S 番 長さ（mm） 幅（mm） 厚さ（mm） 重量（g） 石質 備考
10 1 接合石器 55.1 78.3 20.6 37.7 ５点接合
10 1-1 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 10 38.4 37.3 6.9 6.3 珪質頁岩
10 1-2 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 86 50.9 26.2 6.7 7.6 珪質頁岩
10 1-3 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 106 42.6 26.4 10.9 7.4 珪質頁岩
10 1-4 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 112 34.0 37.2 10.9 9.7 珪質頁岩
10 1-5 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 125 36.8 44.3 8.1 6.7 珪質頁岩
11 2 接合石器 29.1 32.0 9.1 4.3 ２点接合
11 2-1 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 4 20.9 26.3 6.1 1.9 珪質頁岩
11 2-2 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 96 28.9 23.2 8.0 2.5 珪質頁岩
11 3 接合石器 26.8 34.5 7.8 3.5 ２点接合
11 3-1 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 11-2 18.4 34.4 6.2 2.1 珪質頁岩
11 3-2 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 168 26.3 21.2 7.5 1.4 珪質頁岩
11 4 接合石器 55.2 57.3 23.7 47.8 ５点接合
11 4-1 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 16 49.1 40.5 10.0 9.2 珪質頁岩
11 4-2 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 44 49.3 31.1 11.0 7.9 珪質頁岩
11 4-3 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 72 49.5 30.6 11.9 6.6 珪質頁岩
11 4-4 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 105 50.2 19.4 9.6 7.4 珪質頁岩
11 4-5 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 180 50.2 38.7 12.4 16.7 珪質頁岩
12 5 接合石器 31.4 28.7 11.7 6.6 ２点接合
12 5-1 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 17 31.1 19.1 8.2 2.2 珪質頁岩
12 5-2 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 66 28.2 29.2 7.8 4.4 珪質頁岩
12 6 接合石器 39.6 30.2 13.5 14.1 ２点接合
12 6-1 剥片 剥片集積 Ⅳ R-166 Ⅱ層 19 39.2 30.0 9.8 8.6 珪質頁岩
12 6-2 剥片 剥片集積 Ⅳ R-166 Ⅱ層 172 32.8 29.8 8.3 5.5 珪質頁岩
12 7 接合石器 33.9 29.9 16.5 10.0 ２点接合
12 7-1 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 26 30.1 25.5 8.3 4.8 珪質頁岩
12 7-2 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 45 34.9 25.5 8.3 5.2 珪質頁岩
12 8 接合石器 54.2 54.5 24.2 34.2 ５点接合
12 8-1 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 32 52.7 34.2 9.6 10.0 珪質頁岩
12 8-2 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 33 55.0 32.3 7.6 10.9 珪質頁岩
12 8-3 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 48 26.3 31.6 8.6 3.3 珪質頁岩
12 8-4 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 89 45.6 31.7 11.1 8.4 珪質頁岩
12 8-5 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 198 18.4 23.7 5.2 1.6 珪質頁岩
13 9 接合石器 40.7 27.1 10.5 6.8 ２点接合
13 9-1 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 36 35.7 21.6 7.0 4.4 珪質頁岩
13 9-2 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 87 18.7 22.6 8.6 2.4 珪質頁岩
13 10 接合石器 49.5 44.8 8.1 10.9 ３点接合
13 10-1 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 37 48.5 27.7 5.4 4.4 珪質頁岩
13 10-2 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 60-3 28.1 25.5 8.2 2.8 珪質頁岩
13 10-3 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 153 41.5 29.1 5.1 3.7 珪質頁岩
13 11 接合石器 37.6 56.2 9.7 11.8 ２点接合
13 11-1 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 50 33.8 23.5 5.6 3.1 珪質頁岩
13 11-2 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 128 37.4 42.3 9.5 8.7 珪質頁岩
13 12 接合石器 41.3 44.6 20.0 18.9 ２点接合
13 12-1 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 57-1 37.8 31.2 7.5 4.4 珪質頁岩
13 12-2 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 197 40.3 42.1 11.1 14.5 珪質頁岩
13 13 接合石器 62.1 36.4 15.5 25.1 ４点接合
13 13-1 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 59 49.7 20.9 8.9 6.0 珪質頁岩
13 13-2 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 60-1 32.8 27.3 6.0 3.9 珪質頁岩
14 13-3 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 83 48.4 19.4 7.8 5.3 珪質頁岩
14 13-4 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 173 51.7 24.2 10.1 9.9 珪質頁岩
14 14 接合石器 37.4 40.4 9.7 11.5 ２点接合
14 14-1 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 60-2 18.4 14.9 2.6 0.5 珪質頁岩
14 14-2 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 131 37.2 40.3 9.7 11.0 珪質頁岩
14 15 接合石器 45.0 49.1 8.7 11.1 ２点接合
14 15-1 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 67 38.2 24.6 6.5 2.5 珪質頁岩
14 15-2 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 177 44.8 43.9 8.5 8.6 珪質頁岩
14 16 接合石器 47.6 75.1 22.4 27.5 ４点接合
14 16-1 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 68 43.4 42.7 12.4 13.5 珪質頁岩
14 16-2 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 134-2 28.6 37.7 3.7 2.4 珪質頁岩
14 16-3 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 137 35.1 37.7 10.6 6.5 珪質頁岩
14 16-4 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 140 42.7 28.2 8.9 5.1 珪質頁岩
15 17 接合石器 28.0 37.2 10.3 4.5 ２点接合
15 17-1 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 69 26.6 28.8 7.1 2.8 珪質頁岩
15 17-2 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 95 16.9 28.6 5.4 1.7 珪質頁岩
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第３章　検出された遺構と遺物


図版 番号 器種・分類 出土地点 層位 S 番 長さ（mm） 幅（mm） 厚さ（mm） 重量（g） 石質 備考
15 18 接合石器 45.0 48.8 16.8 24.5 ３点接合
15 18-1 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 73 42.2 45.1 10.5 14.1 珪質頁岩
15 18-2 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 100 39.5 29.7 10.6 8.1 珪質頁岩
15 18-3 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 103 27.9 24.8 5.2 2.3 珪質頁岩
15 19 接合石器 55.5 60.9 15.0 38.6 ４点接合
15 19-1 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 75 54.6 29.2 7.9 6.9 珪質頁岩
15 19-2 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 82 54.6 52.9 12.6 23.9 珪質頁岩
15 19-3 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 122 37.2 28.7 8.7 5.2 珪質頁岩
15 19-4 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 144 35.6 17.1 4.9 2.6 珪質頁岩
16 20 接合石器 40.1 40.1 20.1 12.4 ２点接合
16 20-1 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 81 39.9 38.2 9.0 10.0 珪質頁岩
16 20-2 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 92 33.4 16.3 5.1 2.4 珪質頁岩
16 21 接合石器 53.3 23.3 11.2 10.4 ２点接合
16 21-1 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 84 53.2 20.9 9.9 6.8 珪質頁岩
16 21-2 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 134 46.0 21.3 5.7 3.6 珪質頁岩
16 22 接合石器 34.0 30.0 8.0 36.0 ２点接合
16 22-1 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 98 30.0 20.0 6.0 18.0 珪質頁岩
16 22-2 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 188 31.0 17.0 7.0 18.0 珪質頁岩
16 23 接合石器 30.0 36.0 14.0 13.0 ２点接合
16 23-1 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 113 27.0 28.0 7.0 46.0 珪質頁岩
16 23-2 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 178 29.0 32.0 12.0 84.0 珪質頁岩
16 24 接合石器 63.0 48.0 1.0 15.5 ２点接合
17 24-1 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 129 57.0 36.0 10.0 95.0 珪質頁岩
17 24-2 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 201 59.0 29.0 7.0 60.0 珪質頁岩
17 25 接合石器 35.0 33.0 9.0 67.0 ２点接合
17 25-1 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 130 33.0 34.0 11.0 37.0 珪質頁岩
17 25-2 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 207 33.0 28.0 6.0 30.0 珪質頁岩
17 26 接合石器 39.0 43.0 15.0 16.8 ２点接合
17 26-1 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 132 33.0 34.0 11.0 88.0 珪質頁岩
17 26-2 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 161 37.0 43.0 10.0 80.0 珪質頁岩
17 27 接合石器 39.0 41.0 10.0 12.9 ３点接合
17 27-1 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 148 32.0 39.0 5.0 30.0 珪質頁岩
17 27-2 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 166 39.0 24.0 10.0 68.0 珪質頁岩
17 27-3 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 206 32.0 22.0 7.0 31.0 珪質頁岩
17 28 接合石器 46.0 48.0 16.0 22.3 ２点接合
18 28-1 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 163 45.0 40.0 14.0 15.3 珪質頁岩
18 28-2 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 202 33.0 48.0 10.0 70.0 珪質頁岩
18 29 接合石器 33.0 39.0 12.0 71.0 ２点接合
18 29-1 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 167 31.0 22.0 6.0 24.0 珪質頁岩
18 29-2 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 182 33.0 38.0 8.0 47.0 珪質頁岩
18 30 接合石器 30.0 49.0 15.0 12.2 ２点接合
18 30-1 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 176 29.0 47.0 10.0 99.0 珪質頁岩
18 30-2 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 179 19.0 33.0 5.0 23.0 珪質頁岩
18 31 接合石器 59.0 39.0 17.0 20.8 ２点接合
18 31-1 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 192 53.0 37.0 10.0 11.3 珪質頁岩
18 31-2 剥片 剥片集積 ⅣＲ-166 Ⅱ層 198 56.0 30.0 8.0 95.0 珪質頁岩
21 32 石鏃 遺構外 ⅣＭ-167 Ⅱ層 × 42.0 19.0 4.0 2.6 珪質頁岩 無茎円基鏃
21 33 削器 遺構外 ⅣＲ-166 Ⅱ層 × 31.0 17.0 5.0 1.6 珪質頁岩 右辺部裏面から刃部加工
21 34 削器 遺構外 ⅣＲ-166 Ⅱ層 × 69.5 39.5 9.5 14.0 珪質頁岩 右辺を刃部使用
21 35 削器 遺構外 ⅣＲ-166 Ⅱ層 × 38.5 25.5 7.5 5.1 珪質頁岩 右辺下半刃部として整形
21 36 削器 遺構外 ⅣＲ-166 Ⅱ層 × 51.0 44.0 8.0 8.9 珪質頁岩 右辺裏側から刃部加工
21 37 削器 遺構外 ⅣＲ-166 Ⅱ層 × 51.0 20.0 10.0 7.0 珪質頁岩 抉り状加工痕・ノッチ使用
21 38 二次加工剥片 遺構外 ⅣＰ-166 Ⅲ層 × 75.5 34.0 23.5 52.7 珪質頁岩 尖頭器素材様剥片
21 39 二次加工剥片 遺構外 ⅣＮ-165 Ⅲ層 × 48.0 28.0 12.0 13.2 玉髄
21 40 磨製石斧 遺構外 ⅣＱ-163 Ⅱ層 × 86.0 33.0 17.0 80.3 緑色細粒岩
21 41 磨製石斧 遺構外 ⅣＰ-166 Ⅲ層 × 64.0 40.0 25.0 84.3 緑色細粒岩 破損品
21 42 磨石 遺構外 ⅣＯ-166 Ⅲ層 × 127.0 70.0 50.0 716.2 安山岩 52 の石皿と同地点から
21 43 敲石 遺構外 ⅣＪ-165 Ⅱ層 × 121.0 53.0 35.0 271.5 頁岩
21 44 敲石 遺構外 ⅣＭ-162 Ⅲ層 × 61.0 72.0 45.0 276.8 チャート
21 45 敲石 遺構外 ⅣＮ-168 Ⅰ層 × 117.0 94.5 39.5 732.9 チャート
21 46 敲石 遺構外 ⅣＭ-160 Ⅱ層 × 94.0 74.0 50.0 443.1 砂岩
21 47 敲石 遺構外 ⅣＮ-168 Ⅰ層 × 104.0 69.0 44.0 302.4 凝灰岩
22 48 凹石 遺構外 ⅣＰ-166 Ⅱ層 × 123.0 79.0 50.0 550.9 砂岩
22 49 凹石 遺構外 ⅣＰ-168 Ⅲ層 × 92.0 61.0 48.0 286.6 凝灰岩
22 50 凹石 遺構外 ⅣＰ-167 Ⅰ層 × 123.5 49.0 35.0 170.1 砂岩
22 51 石皿 遺構外 ⅣＯ-165 Ⅲ層 × 253.0 175.0 78.0 5,480.0 安山岩
22 52 石皿 遺構外 ⅣＯ-166 Ⅲ層 × 344.0 225.0 92.5 9,720.0 デイサイト 42 の磨石と同地点から
23 53 台石 遺構外 ⅣＨ-159 Ⅰ層 × 113.0 94.0 69.0 935.4 安山岩
23 54 石棒 遺構外 ⅣＯ-166 Ⅲ層 × 109.0 102.0 86.0 716.2 流紋岩 破損品
23 55 石棒 遺構外 ⅣＬ-162 Ⅲ層 × 484.0 101.0 103.0 7,052.0 流紋岩







― 38 ―


笹子⑵遺跡


ⅢP-95


A
'


D'


A


D


C


C'
X
=5


19
55


.86
6


Y
=5


37
79


.96
3


X
=5


19
59


.63
4


Y
=5


37
79


.90
6


B B'
X=51957.645
Y=53778.383


X=51957.639
Y=53782.290


Ⅱ 2
Ⅱ


1
4


カ
ク


ラ
ン


Ⅳ


2 3
Ⅲ


5


Ⅲ Ⅳ


11
1.4


00
m


A
A
'


2


カ
ク


ラ
ン


木根


2
4


B'B


0 2m


SI-1 A-A'，B-B'	
第Ⅱ層	 10YR1.7/1 黒色シルト　十和田 b 浮石 5％含む。
第Ⅲ層	 10YR2/2 黒褐色シルト　中掫浮石起源と思われ


る黄褐色微細粒子含む。
第Ⅳ層	 10YR1.7/1 黒色シルト　10YR6/8 明黄褐色浮石


（φ 5㎜）含む。
第１層	 10YR2/2 黒褐色シルト　中掫浮石起源と思われ


る黄褐色微細粒子含む。
第２層	 10YR2/2 黒褐色シルト　黄褐色微細粒子含む。 


10YR2/3 黒褐色シルト（φ 7㎝）30%。
第３層	 10YR2/2 黒褐色シルト　黄褐色微細粒子含む。 


10YR5/8 黄褐色浮石（φ 5㎜）10%。
第４層	 10YR1.7/1黒色　10YR2/3黒褐色シルト（φ3㎝）


15% 中掫浮石起源と思われる黄褐色微細粒子
含む。 9YR6/8 黄褐色浮石 15%、炭化物 5%。


第５層	 10YR1.7/1 黒色炭化物
	 　
C-C'（炉）	　
第１層	 10YR2/2 黒褐色シルト　10YR4/4 暗褐色シルト


を斑状に含む。黄褐色微細粒子含む。
第２層	 10YR3/4 暗褐色シルト　
第３層	 10YR3/4 暗褐色シルト　
第４層	 7.5YR4/6 褐色シルト　焼土。
第５層	 10YR3/3 暗褐色シルト　
	 　
D-D'（pit1）	 　
第１層	 10YR2/2 黒褐色シルト　中掫浮石起源と思われ


る黄褐色微細粒子含む 。10YR5/6 黄褐色浮石
（φ 3㎜）5% 第 4 層と同様の土質。
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図 24　第 1 号住居跡（1）


第３節　B区で検出された遺構と遺物


１検出された遺構とその出土遺物


第 1 号竪穴住居跡〔SI-1〕（図 24 ～ 25）


　［形状］平面形は南西−北東方向が長いひしゃげた楕円形である。［床面・柱穴］第Ⅴ層を床面とし、


炉の周辺に硬化面が認められる。柱穴は検出されなかった。［炉］床面中央からやや南東に寄った


位置に、石囲炉が検出された。規模は 0.59m × 0.52m で、角礫が隅丸方形状に廻るが、南西隅が途切


れている。明瞭な引き抜き痕は確認されず、石が抜かれたものか当初から開口していたのかは判然と


しない。内部には焼土が形成されていた。焼土は焼けの程度が弱く、最大厚 5cm である。［堆積土］


4 層に分層した。基本的に中掫浮石起源の黄褐色微細粒子を含む黒色から黒褐色のシルトである。


第 4 層中では炭化材が検出された。土層断面図の第 5 層がこれにあたる。平面的には掘方の南西辺か


ら北東辺に散在し、南東辺には疎である。最大で長さ 15cm 程度で、焼土は伴わなかった。焼失住居


の可能性も考えられるが、本住居跡の埋没過程で投げ込まれた可能性も否定できない。仮に投げ込ま


れたとしても、堆積時期は本住居の廃絶時期と大きな差は想定しがたい。［出土遺物］第 4 層中から


は上述した炭化材と、縄文土器小片、自然礫、凹み石（S-3）が出土している。［時期］本住居跡の使用・


廃絶時に伴う遺物はない。第 4 層中の炭化材の放射性年代測定の結果（第 4 章第 2 節参照）は縄文時


代中期末葉～後期初頭の年代を示している。炭化材が小片であり、古木効果により旧い年代が得られ


た可能性もあるが、遺構形態や周辺から出土した土器の型式と照らし合わせても矛盾はなく、大筋で


この年代に収まるものと考えられる。（中村）
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第３章　検出された遺構と遺物
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図 25　第 1 号住居跡（2）


第 2 号竪穴住居跡〔SI-2〕（図 26）


［形状］1/2 程度が調査区外に位置し詳細は不明だが、不整な円形を呈すると思われる。［床面・柱穴］


第Ⅴ層を床面とするが、比較的軟弱である。南西・北西・北東隅から柱穴と思われるピットが検出さ


れた。［炉］床面中央からやや東北東に寄った位置に炉が検出された。長軸 60cm、短軸 55cm ×深さ


10cm の規模で浅く掘りくぼめ、底面に焼土が形成されていた。炉付近は木根等の撹乱を受けていた


ため焼土の正確な厚さは不明だが、最大でも 10cm 弱と考えられる。炉の西辺には断面三角形の角礫


を半分ほど埋設して炉石としている。［堆積土］2 層に分層した。いずれも中掫浮石起源と思われる黄


褐色の微細粒子を含む黒褐色のシルトである。掘方南辺から北西辺の第 2 層からは最大長 10cm 程度


の炭化材の小片が出土し、焼土もわずかに認められた。しかし、炭化材・焼土とも小量であったため、


投げ込まれたものである可能性が高い。第 2 層が直接床面を覆うことから、堆積土の形成時期と住


居の廃絶時期に土器型式を超えるような時期差は想定しがたい。［出土遺物］第 2 層中から、炭化材・


焼土と共に土器片・礫が出土している。礫は脆い凝灰岩が熱を受けたものが多い。土器は縄文時代


中期末葉～後期前葉とみられる土器が第 2 層から出土している（図 26-1）。底部と胴部下位の無文


帯だけが残存しているため、詳細な時期を決定することは困難である。［時期］第 2 層から出土し


た土器（図 26-1）は後期前葉まで時期が下る可能性もある。第 2 層から出土した炭化材の放射性炭


素年代測定結果は縄文時代中期末葉から後期初頭を示している。試料とした炭化材が小片であり、
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第Ⅲ層	 10YR2/2 黒褐色砂質シルト　中掫浮石起源と思わ


れる黄褐色微細粒子含む。 10YR5/8 黄褐色浮石
（φ 2㎜）5%。


第Ⅳ層	 10YR2/3 黒褐色シルト　10YR5/8 黄褐色浮石（φ 3
㎜）15%含む。


第 １ 層	 10YR2/2 黒 褐 色 シ ル ト　 中 掫 浮 石 起 源 と 思 わ
れる黄褐色微細粒子含む。 第Ⅲ層より少ない。
10YR5/8 黄褐色浮石（φ 2㎜）3％


第 ２ 層	 10YR2/2 黒褐色シルト　10YR5/8 黄褐色浮石（φ 3
㎜）5%含む。10YR3/3 暗褐色シルト（φ 2㎝）を
斑状に 5%含む。


	 　
C-C'（炉）	　
第 １ 層	 10YR2/2 黒褐色シルト　中掫浮石起源と思われ


る 黄 褐 色 微 細 粒 子 含 む。10YR5/6 黄 褐 色 浮 石
（φ 3mm）10%。
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第３章　検出された遺構と遺物
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図 27　第 1 号土器埋設遺構


古木効果によりやや旧い年代が得られた可能性も考えられる。そのため、本遺構の時期は、縄文時


代中期末葉～後期前葉の枠組みでとらえておきたい。（中村）


第 1 号土器埋設遺構〔SR-1〕（図 27）


　第Ⅲ層中で、円形に土器の横断面を確認した。平面図を作成後、検出面では掘方を確認できなかっ


たので、トレンチにより土器内外を半截した。掘り下げる際は、掘方の確認に重点を置いたが、半截


時には平面で確認できず、断面で確認した。土器内堆積土は 2 層、掘方埋土は 1 層に分層した。土器


内からは外周に配置された土器と同一個体の破片が出土した。また、外周に配置された土器は、破片


を掘方にあわせて配置したもので、口縁部と胴部の上下関係など、土器本来の位置関係は保たれて


いなかった。復元された土器（図 27-1）は、口縁部外面に三日月状の隆帯が、内面に「ハ」字状に
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笹子⑵遺跡
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SK-5 A-A'　　
第 １ 層	 10YR2/2 黒褐色砂　中掫浮石。
第 ２ 層	 10YR1.7/1 黒色シルト　10YR5/6


黄褐色浮石（φ 5mm）10%含む。
第 ３ 層	 10YR2/2 黒褐色シルトと 10YR2/3


黒褐色シルトの互層　10YR5/6
黄褐色浮石（φ 5mm）10%含む。


第 ４ 層	 10YR2/3黒褐色シルト　10YR5/6
黄褐色浮石（φ 3mm）10%含む。


第 ５ 層	 10YR2/3 黒褐色シルト　4 層より
黒味が弱い。10YR5/6 黄褐色浮石


（φ 2mm）10%含む。
第 ６ 層	 10YR3/3 暗褐色シルト　
第 ７ 層	 10YR1.7/1 黒色シルト　10YR5/6


黄褐色浮石（φ 5mm）20%含む。
第 ８ 層	 10YR3/3 暗褐色シルト　シルト


と 10YR2/3 黒褐色シルトの互層。
第 ９ 層	 10YR3/4 暗褐色シルト　10YR5/6


黄褐色浮石（φ 5mm）10%含む。
第 10 層	 10YR5/6 黄褐色シルト質火山灰土


Ⅴ層起源。


第 11 層　10YR2/2 黒褐色シルト　
第 12 層	 10YR2/1 黒色シルト　
第 13 層	 10YR5/6 黄褐色　浮石。Ⅵ a 層


起源。
第 14 層	 10YR3/3 暗褐色シルト　Ⅵ a 層


起源の 10YR5/6 黄褐色浮石 20%
含む。


B-B'（pit1）　　
第 １ 層 	 10YR3/3 暗褐色シルト　
第 ２ 層 	 10YR2/3 黒褐色シルト　
　　
C-C'（pit2）　　
第 １ 層 	 10YR2/3 黒褐色シルト　
第 ２ 層 	 10YR3/3 暗褐色シルト　
　　
D-D'（pit3）　　
第 １ 層 	 10YR3/3 暗褐色シルト　


図 28　第 5 号土坑


開く隆帯が施される。胴部には「S」を横転させた入り組み文が、充填縄文により展開する。［時期］


埋設された土器により、縄文時代中期末葉と考えられる。（中村）


第 5 号土坑〔SK-5〕（図 28）


　［形状］開口部では東西に長い楕円形、底面ではほぼ円形を呈する。底面は平坦で、断面形状は


壁高の下位 1/3 ～ 1/4 で大きく広がり、開口部に至る。［付属施設］底面からは逆茂木痕と考えら


れる 3 基の小穴が確認された。［堆積土］14 層に分層した。第 1 層は中掫浮石が凝集している。第 2


層以下は基本層序第Ⅳ層ないしそれ以下に起源する土層で、壁際には崩落土と考えられる火山灰土


が認められる。これらのことから自然堆積により埋没したと考えられる。［出土遺物］遺物は出土


しなかった。［時期］土層の堆積状況から、中掫浮石降下以前である。通常、第Ⅳ層に含まれる南部


浮石層の上位からは、縄文時代早期中葉の物見台式ないし吹切沢式が出土することが知られている。


従って、縄文時代早期中葉～前期前半の所産であると考えられる。（中村）


第 6 号土坑〔SK-6〕（図 29）


　［形状］開口部・底面とも楕円形を呈する。底面は平坦で、断面形状は壁高の下位 1/4 で大きく


広がり、開口部に至る。［付属施設］底面からは逆茂木痕と考えられる 3 基の小穴が短軸方向に並


んで確認された。［堆積土］31 層に分層した。第 1 層は中掫浮石が凝集するが土壌化が進んでいる。


第 2 層以下の堆積状況は、基本的に第 5 号土坑と同様で、自然堆積により埋没したと考えられる。


［出土遺物］遺物は出土しなかった。［時期］第 5 号土坑と同様の理由で縄文時代早期中葉～前期前半


の所産であると考えられる。（中村）


第 7 号土坑〔SK-7〕（図 29）


　［形状］開口部・底面とも楕円形を呈する。底面は平坦で、断面形状は壁高の下位 1/3 ～ 1/2 で


大きく広がり開口部に至る。［付属施設］底面からは逆茂木痕と考えられる 2 基の小穴が確認された。


［堆積土］8 層に分層した。第 1 層は中掫浮石が凝集するが、第 6 号土坑同様、土壌化が進んでいる。
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第３章　検出された遺構と遺物
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SK-6 A-A’　　
第 １ 層	 10YR2/3 黒褐色砂質シルト　中掫浮石と黒色シルトの混合土。
第 ２ 層	 10YR1.7/1 黒色シルト　10YR5/8 黄褐色浮石（φ 1cm）20%。
第 ３ 層	 10YR2/1 黒色シルト　10YR5/8 黄褐色浮石（φ 1cm）20%。
第 ４ 層	 10YR2/1 黒色シルト　10YR5/8 黄褐色浮石（φ 5mm）20%。
第 ５ 層	 10YR3/2 黒褐色シルト　10YR5/8 黄褐色浮石（φ 5mm）10%。
第 ６ 層	 10YR2/1 黒色シルト　10YR5/8 黄褐色浮石（φ 5mm）10%。
第 ７ 層	 10YR2/1 黒色シルト　10YR5/8 黄褐色浮石（φ 1cm）20%。
第 ８ 層	 10YR3/3 暗褐色シルト　10YR5/8 黄褐色浮石（φ 1cm）10%。
第 ９ 層	 10YR2/3 黒褐色シルト　10YR5/8 黄褐色浮石（φ 5mm）10%。
第 10 層	 10YR3/3 暗褐色シルト　
第 11 層	 10YR1.7/1 黒色シルト 10YR2/3 黒色シルトの混合土。10YR5/8 黄褐色


浮石（3%）。
第 12 層	 10YR3/3 暗褐色シルト　
第 13 層	 10YR3/4 暗褐色シルト　
第 14 層	 10YR3/3 暗褐色シルト　10YR5/6 黄褐色浮石（φ 3mm）5%。
第 15 層	 10YR2/3 黒褐色シルト　10YR5/6 黄褐色浮石（φ 3mm）5%。
第 16 層	 10YR2/2 黒褐色シルト　
第 17 層	 10YR4/6 褐色シルト　
第 18 層	 10YR4/6 褐色シルトと 10YR3/4 暗褐色シルトの混合土　
第 19 層	 10YR4/4 褐色シルト　10YR5/8 黄褐色浮石（φ 3mm）5%。
第 20 層	 10YR2/3 黒褐色シルト　10YR5/8 黄褐色浮石（φ 3mm）5%。
第 21 層	 10YR3/3 暗褐色シルト　
第 22 層	 10YR3/4 暗褐色シルト　
第 23 層	 10YR4/6 褐色シルト　


第 24 層	 10YR6/8 明黄褐色シルト質火山灰土　Ⅵ b 層起源。
第 25 層	 10YR4/4 褐色シルト　
第 26 層	 10YR5/8 黄褐色浮石。Ⅳ b 層起源。
第 27 層　10YR6/8 明黄褐色シルト質火山灰土　Ⅳ b 層起源。
第 28 層　10YR2/3 黒褐色シルト　
第 29 層　10YR3/3 暗褐色シルト　


第 30 層　10YR2/3 黒褐色シルト　
第 31 層　10YR1.7/1 黒色シルト　
　　
B-B'（pit1 ・2・3）
pit1    　　
第 １ 層　10YR3/4 暗褐色シルト　
第 ２ 層　10YR4/6 褐色シルト質火山灰土　Ⅵ a2 層起源の浮石 30%。
第 ３ 層　10YR5/8 黄褐色シルト質火山灰土　Ⅵ b 層起源。
pit2　　
第 １ 層　10YR5/6 黄褐色シルト質火山灰土　
第 ２ 層　10YR4/4 褐色シルト質火山灰土　
pit3　　
第 １ 層　10YR5/6 黄褐色浮石。Ⅳa2 層起源。
第 ２ 層　10YR5/8 黄褐色浮石と 10YR3/4 暗褐色シルトの混合土　
第 ３ 層　10YR7/8 黄橙色シルト　


SK-7 A-A'　　
第 １ 層	 2.5Y8/6 黄色砂　中掫浮石の凝集。
第 ２ 層	 10YR3/3 暗褐色シルト　軽石混じりの暗褐色土。
第 ３ 層	 10YR1.7/1 黒色シルト　黄橙色の中粒（φ 2 ～ 5mm）浮石


2%含む。やや粘りあり。
第 ４ 層	 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト　黄橙色の中粒（φ 2 ～ 5mm）


浮石 3%含む。
第 ５ 層	 10YR2/3 黒褐色シルト　黄橙色の大粒（φ 10mm）浮石 2%


含む。
第 ６ 層	 10YR3/3 暗褐色シルト　黄橙色の中粒（φ 2 ～ 5mm）浮石


5%含む。
第 ７ 層　10YR7/6 明黄褐色シルト
第 ８ 層　10YR3/2 黒褐色シルト　
　　
C-C'（pit1）　　
第 １ 層	 10YR2/1 黒色シルト　しまりない。　
　　
D-D'（pit2）　　
第 １ 層	 10YR2/1 黒色シルト　しまりない。　


SK-6


SK-7


図 29　第 6・7 号土坑


第 2 層以下の堆積状況は、基本的に第 5 号土坑・第 6 号土坑と同様で、自然堆積により埋没したと


考えられる。［出土遺物］遺物は出土しなかった。［時期］第 5 号土坑と同様の理由で縄文時代早期


中葉～前期前半の所産であると考えられる。（中村）
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SV-1 A-A'	
第 １ 層	 10YR2/1 黒色シルト　
第 ２ 層	 10YR3/4 暗褐色シルト　
第 ３ 層	 10YR2/1 黒色シルト　
第 ４ 層	 10YR2/3 黒褐色シルト　
第 ５ 層	 10YR2/2 黒褐色シルト　
第 ６ 層	 10YR4/6 褐色シルト（掘りすぎ）　
第 ７ 層	 10YR2/1 黒色シルト　
第 ８ 層	 10YR3/4 暗褐色シルト　
第 ９ 層	 10YR2/1 黒色シルト　
第 10 層	 10YR2/3 黒褐色シルト　
第 11 層	 10YR2/2 黒褐色シルト　
第 12 層	 10YR2/2 黒褐色シルト　
第 13 層	 10YR2/2 黒褐色シルト　
第 14 層	 10YR3/4 暗褐色シルト　
第 15 層	 10YR4/6 褐色シルト　
第 16 層	 10YR3/4 暗褐色シルト　
第 17 層	 10YR5/6 黄褐色シルト質火山灰土（掘りすぎ）　
第 18 層	 10YR2/1 黒色シルト　
第 19 層	 10YR6/8 明黄褐色シルト質火山灰土　
第 20 層	 10YR6/8 明黄褐色シルト質火山灰土　
第 21 層	 10YR2/3 黒褐色シルト　
第 22 層	 10YR2/3 黒褐色シルト　
第 23 層	 10YR4/6 褐色シルト質火山灰土　
第 24 層	 10YR5/8 黄褐色浮石
第 25 層	 10YR5/8 黄褐色浮石
第 26 層	 10YR2/3 黒褐色シルト　
第 27 層	 10YR7/6 明黄褐色浮石
第 28 層	 10YR7/6 明黄褐色浮石
第 29 層	 10YR6/4 にぶい黄橙色　浮石
第 30 層	 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト質火山灰土
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SV-2 A-A'	
第 １ 層	 10YR2/1 黒色シルト　10YR6/8 明黄褐色浮石（φ 2 ～


5mm）5%含む。
第 ２ 層	 10YR1.7/1 黒色シルト　10YR6/8 明黄褐色浮石（φ 2


～ 5mm）10%含む。
第 ３ 層	 10YR2/3 黒褐色シルト　10YR6/8 明黄褐色浮石（φ 2


～ 5mm）10%含む。10YR3/4 暗褐色シルト斑状に含む。
第 ４ 層	 10YR2/3 黒褐色シルト　10YR6/8 明黄褐色浮石（φ 2


～ 5mm）10%含む。10YR3/4 暗褐色シルト斑状に含む。
第 ５ 層	 10YR2/2 黒褐色シルト　10YR6/8 明黄褐色浮石（φ 2


～ 5mm）5%含む。
第 ６ 層	 10YR2/2 黒褐色シルト　10YR6/8 明黄褐色浮石（φ 2


～ 5mm）5%含む。
第 ７ 層	 10YR2/2 黒褐色シルト　10YR6/8 明黄褐色浮石（φ 2


～ 5mm）10%含む。
第 ８ 層	 10YR2/1 黒色シルト　10YR6/8 明黄褐色浮石（φ 2 ～


5mm）10%含む
第 ９ 層	 10YR2/3 黒褐色シルト　10YR5/6 黄褐色シルト質火山


灰土 10%含む。
第 10 層	 10YR5/8 黄褐色黄褐色浮石と 10YR2/3 暗褐色シルトの


混合土　
第 11 層	 10YR6/6 明黄褐色シルト質火山灰土　Ⅵ b 層起源。
第 12 層	 10YR2/3 黒褐色シルト　
第 13 層	 10YR5/6 黄褐色浮石と 10YR3/3 暗褐色シルトの混合土


　
第 14 層	 10YR7/6 明黄褐色浮石。Ⅵ c 層起源。
第 15 層	 10YR3/4 暗褐色シルト　
第 16 層	 10YR2/3 黒褐色シルト　
※黒色～黒褐色シルトは中掫浮石に起源する微量の砂を含む。


SV-1


SV-2


図 30　第 1・2 号溝状土坑


第 1 号溝状土坑～第 11 号溝状土坑［SV-1 ～ SV-11］（図 30-33）


　溝状土坑は多少の変異はあるものの、基本的な平面・断面形態、堆積土の様相はほぼ共通する。


そこで、規模・形状は表 2 および各実測図に示し、ここでは共通する特徴について述べることとする。


　検出面は第Ⅳ層の下部または第Ⅴ層である。堆積土は、基本層序第Ⅲ層類似の黒色～暗褐色の砂質


シルト、および壁に認められる基本層序起源の土層で構成され、多くは崩落・流入土と考えられる。


断面形状から、壁上部としまりの弱い土層（軽石層など）ほど大きく崩落したことが推定される。


堆積土には中掫浮石の純層は認められず、第Ⅲ a 層類似の砂質シルトが主体となることから、中掫浮


石降下以後の所産と考えられる。（中村）
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第３章　検出された遺構と遺物
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SV-3 A-A'
第 １ 層	 10YR2/2 黒褐色シルト　
第 ２ 層	 10YR1.7/1 黒色シルト　
第 ３ 層	� 10YR2/2 黒褐色シルトと 10YR3/4 暗褐色シルトの混合土　10YR3/4


暗褐色シルトはφ 7cm の塊状。
第 ４ 層	 10YR2/2 黒褐色シルトと 10YR2/3 黒褐色シルトの混合土　
第 ５ 層	 10YR2/2 黒褐色シルト　
第 ６ 層	 10YR5/6 黄褐色シルト質火山灰土　
第 ７ 層	 10YR2/2 黒褐色シルト　5 層よりやや黒味強い。
第 ８ 層	 10YR2/1 黒色シルト　
第 ９ 層	� 10YR2/2 黒 褐 色 シ ル ト　 Ⅵ a 層 起 源 の 10YR5/8 明 黄 褐 色 浮 石


（φ 2mm）20%。
第 10 層	 10YR2/2 黒褐色シルト　
第 11 層	� 10YR2/3 黒褐色シルト　Ⅵ a 層起源の 10YR5/8 明黄褐色浮石 10%。
第 12 層	� 10YR2/2 黒褐色シルト　Ⅵ a 層起源の 10YR5/8 明黄褐色浮石 30%。
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SV-4 A-A'
第 １ 層	 10YR2/2 黒褐色シルト　黄褐色微細粒子含む。10YR5/8 黄褐色浮石


5%。Ⅲ層類似土。
第 ２ 層	 10YR2/3 黒褐色シルト　黄褐色微細粒子含む。
第 ３ 層	 10YR3/4 暗褐色シルト　
第 ４ 層	 10YR4/6 褐色シルト　Ⅴ層起源。
第 ５ 層	 10YR2/3 黒褐色シルト　黄褐色微細粒子含む。10YR5/8 黄褐色浮石


5%。
第 ６ 層	 10YR4/6 褐色シルト　Ⅴ層起源。
第 ７ 層	 10YR3/4 暗褐色シルト　
第 ８ 層	 10YR3/4 暗褐色シルト　
第 ９ 層	 10YR3/3 暗褐色シルト　黄褐色微細粒子含む。
第 10 層	 10YR2/3 黒褐色シルト質火山灰土　
第 11 層	 10YR4/6 褐色シルトと 10YR3/4 暗褐色シルトの混合土　
第 12 層	 10YR6/8 明黄褐色シルト　Ⅵ b 層起源。
第 13 層	 10YR3/4 暗褐色シルトと 10YR4/6 褐色シルトの混合土　
第 14 層	 10YR3/4 暗褐色シルトと 10YR と 10YR6/8 明黄褐色浮石（Ⅵｂ層起


源）の混合土　
第 15 層	 10YR3/4 暗褐色シルトと 10YR6/9 明黄褐色浮石（Ⅵｂ層起源）の混合土
第 16 層	 10YR3/3 暗褐色シルト　
第 17 層	 10YR5/8 黄褐色浮石と 10YR3/4 暗褐色シルトの混合土。　
第 18 層	 10YR4/6 褐色シルトと 10YR6/8 明黄褐色浮石の混合土　
第 19 層	 10YR5/8 黄褐色シルト質火山灰土　Ⅵｂ層の崩落土。
第 20 層	 10YR4/6 褐色シルト質火山灰土　Ⅵｂ層の崩落土。
第 21 層	 10YR6/8 明黄褐色　浮石。Ⅵ c 層起源。
第 22 層	 10YR7/6 明黄褐色シルト質火山灰土　Ⅵ d 層起源。
第 23 層	 10YR7/8 黄橙色シルト質火山灰土　Ⅵ d 層起源。
第 24 層	 10YR7/6 明黄褐色シルト質火山灰土　Ⅵ d 層起源。
第 25 層	 10YR8/4 浅黄橙色シルトと 10YR3/4 暗褐色シルトの混合土　
第 26 層	 10YR8/6 黄橙色シルト質火山灰土　Ⅵ d 層起源。
第 27 層	 10YR6/8 明黄褐色　浮石。Ⅵｃ層起源。
第 28 層	 10YR3/4 暗褐色シルト　10YR6/8 明黄褐色浮石（Ⅵ c 層起源）30%。
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SV-5 A-A'
第 １ 層	 10YR1.7/1 黒色シルト　黄褐色微細粒子含む。Ⅲ層類似土。
第 ２ 層	 10YR3/4 暗褐色シルト　
第 ３ 層	 10YR2/2 黒褐色シルト　黄褐色微細粒子含む。Ⅲ層類似土。
第 ４ 層	 10YR4/6 褐色シルト　
第 ５ 層	 10YR3/4 暗褐色シルト　
第 ６ 層	 10YR2/2 黒褐色シルト　黄褐色微細粒子含む。Ⅲ層類似土。
第 ７ 層	 10YR4/4 褐色シルト　
第 ８ 層	 10YR4/6 褐色シルト　
第 ９ 層	 10YR3/4 暗褐色シルト　Ⅴ a 層起源の 10YR4/6 暗褐色シルトを斑状


に含む。
第 10 層	 10YR6/8 明黄褐色シルト質火山灰土　Ⅵｂ層起源。
第 11 層	 10YR3/4 暗褐色シルト　10YR6/8 明黄褐色浮石（φ 3mm）2%。
第 12 層	 10YR6/6 明黄褐色シルト質火山灰土　Ⅵｂ層起源。
第 13 層	 10YR6/4 にぶい黄橙色シルト質火山灰土　Ⅵｂ層起源。
第 14 層	 10YR4/6 褐色シルト　Ⅵ c 層起源の 10YR6/8 明黄褐色浮石（φ 2mm）


30%。
第 15 層	 10YR3/4 暗褐色シルト　10YR5/8 黄褐色浮石（φ 2mm）30%。
第 16 層	 10YR4/6 褐色シルト　Ⅵ c 層起源の 5/8 黄褐色浮石と 10YR6/8 明黄


褐色浮石 30%
第 17 層	 10YR6/8 明黄褐色　浮石。Ⅵ c 層起源。
第 18 層	 10YR2/3 黒褐色シルト　
第 19 層	 10YR6/8 明黄褐色　浮石。Ⅵ c 層起源。
第 20 層	 10YR3/4 暗褐色シルト　10YR5/8 黄褐色浮石 20%。
第 21 層	 10YR2/3 黒褐色シルト　Ⅵ c 層起源の 10YR5/8 黄褐色浮石 30%。
第 22 層	 10YR3/3 暗褐色シルト　Ⅵ c 層起源の 10YR5/8 黄褐色浮石 30%。
第 23 層	 10YR2/3 黒褐色シルト　
黒色土に含まれる黄褐色微細粒子は中掫浮石起源と見られる。
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図 31　第 3 ～ 5 号溝状土坑
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笹子⑵遺跡
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SV-6 A-A'	
第 １ 層	 10YR2/1 黒色シルト　黄褐色微細粒子含む。Ⅲ層類似土。
第 ２ 層	 10YR3/4 暗褐色シルト　
第 ３ 層	 10YR2/3 黒褐色シルト　
第 ４ 層	 10YR2/1 黒色シルト　黄褐色微細粒子含む。Ⅲ層類似土。
第 ５ 層	 10YR2/2 黒褐色シルト　黄褐色微細粒子含む。
第 ６ 層	 10YR4/6 褐色シルト　
第 ７ 層	 10YR2/2 黒褐色シルト　
第 ８ 層	 10YR4/6 褐色シルト　Ⅴ層起源。
第 ９ 層	 10YR1.7/1 黒色シルト　10YR4/6 褐色シルトをφ 2cm の粒子に


5%含む。
第 10 層	 10YR2/3 黒褐色シルト　
第 11 層	 10YR3/4 暗褐色シルト　
第 12 層	 10YR3/4 暗褐色シルト　Ⅴ層起源。
第 13 層	 10YR2/3 黒褐色シルト　
第 14 層	 10YR2/2 黒褐色シルト　黄褐色微細粒子含む。
第 15 層	 10YR4/6 褐色シルト　Ⅵ c 層起源。
第 16 層	 10YR1.7/1 黒色シルト　
第 17 層	 10YR6/6 明黄褐色シルト　浮石。Ⅵｃ層起源。
第 18 層	 10YR1.7/1 黒色シルト　
第 19 層	 10YR2/2 黒褐色シルトとⅥ c 層起源の浮石の混合土　
第 20 層	 10YR6/6 明黄褐色シルト　浮石。Ⅵｃ層起源。
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SV-7 A-A'	
第 １ 層	 10YR1.7/1 黒色シルト　
第 ２ 層	 10YR2/2 黒褐色シルト　
第 ３ 層	 10YR4/4 褐色火山灰土　黄橙色小径（1 ～ 2mm）浮石 2%含む。
第 ４ 層	 10YR3/2 黒褐色砂質シルト　黄橙色中径（2 ～ 5mm）浮石 3%含む。
第 ５ 層	 10YR6/8 明黄褐色火山灰土　ややハード。
第 ６ 層	 10YR4/2 灰黄褐色砂質シルト　黄橙色中径（3 ～ 5mm）浮石 3%


含む。
第 ７ 層	 10YR4/4 褐色火山灰土　
第 ８ 層	 10YR4/3 にぶい黄褐色火山灰土　黄橙色中径（3 ～ 4mm）浮石


3%含む。
第 ９ 層	 10YR5/6 黄褐色火山灰土　もろい。
第 10 層	 10YR6/2 灰黄褐色シルト　やや粘りがある。
第 11 層	 10YR7/6 明黄褐色火山灰土　
第 12 層	 10YR3/1 黒褐色シルト　もろくやわらかい。
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SV-8 A-A'	
第 １ 層	 10YR1.7/1 黒色シルト　
第 ２ 層	 10YR2/2 黒褐色シルト　ややしまりがある。黄褐色浮石（径 1 ～


2mm）2%含む。
第 ３ 層	 10YR5/8 黄褐色火山灰土　固い。
第 ４ 層	 10YR2/1 黒色砂質シルト　黄褐色浮石中径（2 ～ 5mm）5%含む。
第 ５ 層	 10YR5/6 黄褐色火山灰土　
第 ６ 層	 10YR6/4 にぶい黄橙色火山灰土　黄褐色浮石小径（2mm）2%含む。
第 ７ 層	 10YR4/4 褐色火山灰土　
第 ８ 層	 10YR2/3 黒褐色シルト　ややしまりがある。
第 ９ 層	 10YR5/6 黄褐色火山灰土　サクサクもろい。
第 10 層	 10YR2/2 黒褐色シルト　もろくやわらかい。
第 11 層	 10YR5/6 黄褐色シルト　やや粘りがある。
第 12 層	 10YR1.7/1 黒色シルト　もろくやわらかい。 
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図 32　第 6 ～ 8 号溝状土坑
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第３章　検出された遺構と遺物
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SV-9 A-A'
第 １ 層　10YR1.7/1 黒色シルト　
第 ２ 層	 10YR2/2 黒褐色シルト　
第 ３ 層	 10YR1.7/1 黒色シルト　
第 ４ 層	 10YR2/2 黒褐色シルト　
第 ５ 層	 10YR3/4 暗褐色シルト　
第 ６ 層	 10YR2/3 黒褐色シルト　
第 ７ 層	 10YR2/3 黒褐色シルト　
第 ８ 層	 10YR2/2 黒褐色シルト　
第 ９ 層	 10YR3/4 暗褐色火山灰土　
第 10 層	 10YR3/4 暗褐色火山灰土　
第 11 層	 10YR2/2 黒褐色シルト　
第 12 層	 10YR3/3 暗褐色シルト　
第 13 層	 10YR2/2 黒褐色シルト　
第 14 層	 10YR2/1 黒色シルト　
第 15 層	 10YR2/2 黒褐色シルト　
第 16 層	 10YR2/1 黒色シルト　
第 17 層	 10YR2/1 黒色シルト　
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SV-10 A-A'	
第 １ 層	 10YR1.7/1 黒色シルト　黄褐色微細粒子含む。
第 ２ 層	 10YR2/1 黒色シルト　黄褐色微細粒子含む。
第 ３ 層	 10YR2/1 黒色シルト　黄褐色微細粒子含む。
第 ４ 層	 10YR1.7/1 黒色シルト　黄褐色微細粒子含む。
第 ５ 層	 10YR2/2 黒褐色　黄褐色微細粒子含む。
第 ６ 層	 10YR3/4 暗褐色シルト　Ⅴ a 層起源。
第 ７ 層	 10YR2/3 黒褐色シルト　黄褐色微細粒子含む。
第 ８ 層	 10YR3/4 暗褐色シルト　Ⅴ a 層起源。
第 ９ 層	 10YR3/3 暗褐色シルトと 10YR2/3 黒褐色シルトの混合土　
第 10 層	 10YR3/4 暗褐色シルト　シルトと 10YR2/4 黒褐色シルトの混合土。暗褐色


シルトはブロック状に崩落したもの。
第 11 層	 10YR3/4 暗褐色　しまりなくボソボソしている。
第 12 層	 10YR3/4 暗褐色シルト　Ⅴ b 層起源。ブロック状。
第 13 層	 10YR4/6 褐色シルト質火山灰土　
第 14 層	 10YR5/8 黄褐色　浮石
第 15 層	 10YR3/4 暗褐色シルト　Ⅴ c 層起源。10YR5/8 黄褐色浮石（Ⅵ c 層起源）


の混合土。
第 16 層	 10YR6/8 明黄褐色　浮石
第 17 層	 10YR3/3 暗褐色シルト　
第 18 層	 10YR2/2 黒褐色シルトと 10YR5/8 黄褐色浮石の混合土　
第 19 層	 10YR2/1 黒色シルトと 10YR5/8 黄褐色浮石の混合土　
第 20 層	 10YR6/8 明黄褐色　浮石。Ⅵ c 層起源。
第 21 層	 10YR1.7/1 黒色シルト　
第 22 層	 10YR7/4 にぶい黄橙色火山灰土　
第 23 層	 10YR7/4 にぶい黄橙色火山灰土　
第 24 層	 10YR8/6 黄橙色火山灰土　
※黒色シルトに含まれる黄褐色微細粒子は、中掫浮石起源と思われる。
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1 SV-11 A-A'	
第 １ 層	 10YR1.7/1 黒色シルト　黄褐色微細粒子含む。Ⅲ層類似土。
第 ２ 層	 10YR1.7/1 黒色シルト　黄褐色微細粒子含む。10YR5/8 黄褐色浮石


（φ 3mm）5%。
第 ３ 層	 10YR2/1 黒色シルト　黄褐色微細粒子含む。10YR5/8 黄褐色浮石


2%。
第 ４ 層	 10YR2/1 黒色シルト　黄褐色微細粒子含む。10YR5/8 黄褐色浮石


3%。
第 ５ 層	 10YR2/2 黒褐色シルト　黄褐色微細粒子含む。10YR5/8 黄褐色浮石


10%。
第 ６ 層	 10YR2/3 黒褐色シルト　黄褐色微細粒子含む。10YR5/8 黄褐色浮石


5%。
第 ７ 層	 10YR3/3 暗褐色シルト　10YR5/8 黄褐色浮石 20%。
第 ８ 層	 10YR3/4 暗褐色シルト　10YR5/8 黄褐色浮石 10%。
第 ９ 層	 10YR4/6 褐色シルト　Ⅴ a 層起源。
第 10 層	 10YR4/6 褐色シルト　Ⅴ a 層起源。
第 11 層	 10YR2/3 黒褐色シルト　
第 12 層	 10YR2/2 黒褐色シルト　10YR3/4 暗褐色シルト。
第 13 層	 10YR4/6 褐色シルト　Ⅴ a 層起源。
第 14 層	 10YR5/8 黄褐色シルト質火山灰土　
第 15 層	 10YR2/3 黒褐色シルトと 10YR3/3 暗褐色シルトの混合土　
第 16 層	 10YR5/6 黄褐色シルト質火山灰土　
第 17 層	 10YR3/2 黒褐色シルトと 10YR6/6 明黄褐色シルトの混合土　
第 18 層	 10YR2/2 黒褐色シルト　
第 19 層	 10YR2/3 黒褐色シルトとⅥ a 層起源の浮石の混合土　
第 20 層	 10YR6/8 明黄褐色浮石。Ⅵ a 層起源。
第 21 層	 10YR2/1 黒色シルト　


SV-9


SV-10


SV-11


図 33　第 9 ～ 11 号溝状土坑
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第 1 号礫石器集積遺構（図 34）


　第Ⅲ層中で検出した。磨製石斧未製品 2 点、敲石 2 点が集中して出土した。埋納されていた可能性


もあるが、掘方は検出されなかった。検出層位から、中掫浮石の降下以後、十和田 b 降下浮石の降下


以前と考えられ、縄文時代前期後半から縄文時代晩期のいずれかの所産と考えられる。（中村）


1


A


A'


X=51991.676


Y=53767.578


X=51991.367


Y=53767.793


S1
S2


S3


S4


ⅢＸ-92


A109.900m A'S


2


3 4


図 34　第 1 号礫石器集積遺構


第 2 号焼土遺構［SN-2］（図 35）


　第Ⅳ層上面で検出した。規模は 22cm × 22cm 程度である。時期は、まず検出層位から縄文時代早


期の可能性が考えられる。周辺からは縄文時代早期の土器も散発的に出土した。しかし、第Ⅲ層中に


掘り込みがあった場合、黒色土である同層中で掘り込みを確認することは困難である。そのため、


縄文時代の所産と思われるが、詳細な時期は不明である。（中村）


第 3 号焼土遺構［SN-3］（図 35）


　第Ⅲ層中で検出した。規模は 46cm × 30cm 程度である。赤化部分に暗色帯への移行が認められず、


現地で形成されたものではない可能性が高いが、相当程度木根による撹乱を受けたものと思われる。


第Ⅱ層中からの掘り込みは認められなかったので、縄文時代の所産と思われるが、詳細は不明である。


（中村）
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A'A 113.900m


SN-2 A-A'
第１層	 7.5YR4/6 褐色シルト　焼土。部分


的に木根による撹乱を受けている。
第２層	 10YR2/2 黒褐色シルト　7.5YR 褐色


シルト含む。木根による撹乱。
第３層	 10YR2/2 黒褐色シルト　7.5YR 褐色


シルト（焼土）微量含む。木根によ
る撹乱。


第Ⅲ層	 10YR2/3 黒褐色砂質シルト


SN-3 A-A'
第Ⅳ層	 10YR3/4 暗褐色シルト
第１層	 10YR4/6 褐色シルト
第２層	 7.5YR5/8 明褐色シルト
第３層	 10YR3/4 暗褐色シルト


SN-4 A-A'
第１層	 10YR4/6 褐色シルト
第２層	 10YR3/4 暗褐色シルト
第３層	 10YR1.7/1 黒色シルト
第４層	 10YR3/4 暗褐色シルト
第５層	 10YR2/2 黒褐色シルト


SN-2 SN-4SN-3


第 4 号焼土遺構［SN-4］（図 35）


　木根による撹乱土中に焼土を検出した。規模は 46cm × 30cm 程度で、断面では焼土と炭化物が混


在していた。木根による撹乱土中で検出されたため、時代・時期は不明である。（中村）


図 35　第 2 ～ 4 号焼土遺構
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２遺構外出土遺物


　B 区からは縄文時代早期中葉、早期末葉～前期初頭、中期末葉～後期初頭、後期前葉、後期中葉、


弥生時代の各時期の土器・石器・土製品・石製品が出土した。また、平成 17 年度の調査では、土器


が出土しないトレンチから出土した石器もごく少量ではあるが存在する。ここでは、本調査対象区域


外から出土した石器も取り扱うこととする。


（１） 土器


　１類　縄文時代早期中葉の土器（図 36-1）


　　　尖底の深鉢である。1 片のみ出土した。内・外面とも硬質の工具により調整され、平滑である。


　２類　縄文時代早期末葉～前期初頭の土器（図 36-2 ～ 16）


　　　�胎土は繊維を含み軟質・軽量なものが多い。口縁部～胴部には単節斜縄文が横位回転により施


される。底部は丸底で、単節縄文が回転施文される。図 36-10 は、内外面とも縄文が施されて


いる。図 36-11 は粘土帯の接合の際、外面の粘土を下方に引き延ばしている。


　３類　縄文時代中期末葉～後期初頭の土器（図 25-1 ～ 5、図 36-17 ～図 39-4）


　　　ａ　磨り消し縄文により曲線的な文様を施すもの。（図 27-1、図 36-17 ～ 23）


　　　　　縄文時代中期末葉の大木 10 式併行期の中でも新しい部類に属する。


　　　ｂ　口縁部に刺突を有する隆帯を施し、方形の区画文を施すもの。（図 36-24・25）


　　　　　縄文時代後期初頭に位置づけられている牛ヶ沢（3）遺跡第Ⅲ群土器に相当する。　


　　　ｃ　縄文または絡条体が全面に施される深鉢。（図 37-1 ～図 38-4）


　　　ｄ　a ～ c のいずれかの底部。（図 39-1 ～ 4）


　４類　縄文時代後期前葉の十腰内Ⅰ式に比定される土器（図 39-5 ～図 41-11）


　　　�深鉢と壷が主要な器形である。壷は器形全体がわかるものがなく、深鉢の文様を中心に分類を


示す。


　　　ａ　広義の磨消縄文によりクランク文・曲線文を施すもの。（図 39-5 ～ 12）


　　　ｂ　口縁部を無文とし、胴部には縄文・単軸絡条体 5 類が施されるもの。（図 39-14 ～ 17）


　　　　　１　口唇直下・頚部に沈線を施しその間を無文とするもの。


　　　　　２　頚部に撚糸側面圧痕を施すもの。


　　　　　３　口唇部直下・頚部とも区画がないもの。


　　　ｃ　全面無文のもの。（図 40-2 ～ 6・8）


　　　ｄ　a ～ c のいずれかに属するもの。（図 40-7、図 41-1 ～ 11）


　　　　�　壷は器形全体がわかるものがなく、本類に含めざるを得なかった。底部付近の資料もこれ


に含めた。底面は編みものの圧痕を残すものは稀で、ヘラ状工具により調整されているもの


が目立つ。


　５類　縄文時代後期中葉の十腰内Ⅱ式～Ⅲ式に比定される土器（図 41-16 ～ 20）


　　　出土量は少なく、図示したものがほぼすべてである。


　６類　弥生時代の土器（図 41-21）


　　　 1 点のみ出土した。台坏鉢と思われ、胴部には広義の磨り消し縄文により三角形文が施される。
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時期・属性毎の出土傾向


　遺構外で出土した土器の出土位置を時期毎あるいは属性毎に検討する。時期の明らかな資料は時


期で、小破片で型式を特定できる特徴に欠けるものは、属性単位で提示する（図 42）。平成 17 年度の


調査では、遺物をグリッド毎・層毎に取り上げ、ドットマップは作成していないため、平成 17 年度


の遺物の出土傾向は文中で補足的に説明する。


 縄文時代早期末葉～前期初頭の土器の分布はほぼ全面に広がるが、Ⅲ U ライン以北に集中する傾向


がある。縄文時代中期末葉～後期初頭の土器は 100 ライン以西で出土している。十腰内Ⅰ式土器は


ほぼ全面から出土するが、100 ライン以東でも出土する。実測図を掲載した土器も、100 ライン以東


のものが含まれる。これは、平成 17（2005）年の調査において 42 トレンチで十腰内Ⅰ式の土器が集


中して出土したという調査時の所見と一致する。帰属時期のはっきりしない縄文・絡条体による地文


のみの土器および沈線による斜格子文の土器は、明確な傾向を見いだせず、供伴する型式は出土傾向


からは明らかにできない。十腰内Ⅰ式には一般的に縄文地文のみが施される土器が少ないことが知ら


れている。小破片の場合、型式を特定する特徴を持った土器の一部である可能性がある。今回の分類


はそうした土器をも包括していると思われ、出土傾向が不明瞭となる一因となっていると推測される。


縄文の節の大きさなどを加味すれば、出土位置が帰属する型式を反映する可能性もあろう。（中村）


（２） 土製品（図 41-12 ～ 15）


　土製品は、ミニチュア土器、耳栓、キノコ形土製品、鐸形土製品が各 1 点出土した。図 41-12 は


ミニチュア土器である。手捏ねにより成形されている。底部から外傾して立ち上がり、頚部で軽く


くびれ、口縁は外傾する。縄文時代後期前葉の土器の器形に類似し、同時期のものと思われる。出土


位置周辺からは同時期の土器が多く出土していることからも裏付けられる。図 41-13 は耳栓である。


表面には先端が尖った，断面不整な方形の工具による刺突が螺旋状に施される。裏面には先端が不


揃いの径 3mm の工具による刺突が施されるが、大部分を欠失しており、詳細は不明である。胎土や


色調から縄文時代中期末葉から後期初頭の所産である可能性が高い。図 41-14 はキノコ形土製品である。


傘の裏側はくぼまない。軸部を欠失している。図 41-15 は鐸形土製品である。外面は無文でヘラ状の


工具により平滑に仕上げられている。内面・外面はやや暗色を示す部分があるが、使用痕とは考え


がたく、焼成時に炭素を吸着した可能性が高い。平成 17 年調査のトレンチ 42 から十腰内Ⅰ式と共に


出土しており、当該時期のものと考えられる。（中村）
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図 36　B 区遺構外出土土器（1）
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図 37　B 区遺構外出土土器（2）







― 54 ―


笹子⑵遺跡


1


2


3


4


5


6


7


8


9


図 38　B 区遺構外出土土器（3）
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図 39　B 区遺構外出土土器（4）
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図 40　B 区遺構外出土土器（5）
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図 41　B 区遺構外出土土器（6）・土製品
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図 42　時期毎・属性毎の土器出土位置
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（３） 石器（図 43 ～図 45）


　B 区から 80 点出土した。内訳は、石鏃 5 点、石匙 1 点、石錐 4 点、削器 17 点、掻器 3 点、二次


加工のある剥片 11 点、両極加撃痕のある剥片 8 点、磨製石斧 6 点、石錘 4 点、敲磨器類 19 点、砥石


2 点である。B 区以外のトレンチから出土した石器は石鏃 3 点、磨製石斧 1 点、砥石 2 点の合計 6 点


である。


　B 区からはそのほかにフレーク・チップ類約 100 点、焼礫 13 点が出土している。


　石鏃（図 43-1 ～ 7）　


　�　尖端部を持ち、平面形が木葉形または、三角形を基本とし、長さ 7cm 程度までのものを石鏃と


した。断面形はおおむねレンズ形を呈する。基部の形状を中心に以下の 3 類に分類した。


　　１類　平基有茎のもの。（図 43-1）


　　２類　突起有茎のもの。（図 43-2）


　　３類　突起無茎のもの。（図 43-3 ～ 7）


　　　3 類の大部分は 96 ライン以西から出土している。


　石匙（図 43-8）　


　�　平行する側縁に刃部を持ち、つまみ部を作出するものを石匙とした。縦型で、厚みのある剥片を


素材とする。1 点のみ出土した。


　石錐（図 43-9 ～ 12）　


　�　矩形の剥片を用いて、両面加工による尖端部を作出するものを石錐とした。器面全面に及ぶ加工


は認められず、素材となる剥片の形状を残している。図 43-9 は錐部をやや長く作出している。


　削器（図 43-13 ～図 44-4）


　�　素材となる剥片の側縁部に平坦剥離による刃部が作出されるもの、または、使用に伴うと考えら


れる微細な剥離痕を持つものを削器とした。加工の程度や刃部の位置によって以下のように分類した。


　　１類　器体の 2 辺以上に加工が施されるもの。（図 43-13 ～ 16）


　　２類　器体の 1 辺に整形が施されるが、刃部は素刃のもの。（図 43-17・18）


　　３類　器体整形は施されず、剥片の鋭い縁辺部を刃部とするもの。（図 43-19 ～図 44-4）　


　掻器（図 44-5・6）


　�　素材となる剥片の 1 辺、または 2 辺の交点付近に急角度剥離による刃部が作出されるものを掻器


とした。


　　１類　撥形の平面形を呈し、器体全面に加工が及ぶもの。（図 44-5）


　　２類　矩形剥片の側縁部に器体整形が施されるが、加工は縁辺部にとどまるもの。


　　　2 辺の交点付近に急角度剥離により刃部が作出される。（図 44-6）


　二次加工のある剥片（図 44-7 ～ 14）


　　剥片に加工は認められるが、刃部が認められないものを二次加工のある剥片とした。


　　１�類　ヒンジ・フラクチャーの認められる矩形の剥片の 3 辺に直接打撃により二次加工を施すもの。


剥片の末端には加工が施されない。（図 44-7）　
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　　２類　長径 2 ～ 4cm 程度で、器体の全周に二次加工が施されるもの。（図 44-8 ～ 11）


　　３類　折損品の可能性があるもの。（図 44-12 ～ 14）


　両極加撃痕のある剥片（図 44-15 ～ 22）


　�　対向する剥離面を持つものを両極加撃痕のある剥片とした。バルブが発達しないものが多い。


素材は小形のものが多く、中には小さな玉髄質の円礫を用いたものが認められる。（図 44-15・16）


両極加撃痕のある剥片はいずれも 105 ～ 106 グリッドで出土している。付近では主に十腰内Ⅰ式


土器が出土しており、この時期の所産である可能性が高い。


　磨製石斧（図 34-1・2、図 45-1 ～ 5）


　�　図 34-1・2 は磨製石斧の未製品である。加撃により粗割を行った後、敲打により整形を行っている。


敲打は刃部を除くほぼ全面に及んでいる。研磨は施されていない。


　�　図 45-2・3 は、研磨は施されるものの、一部または大部分に敲打痕を残している。礫石器集積遺構


で出土した図 34-1・2 以外はすべて折損している。


　石錘（図 45-6 ～ 9）


　�　扁平な円礫の長辺中央部を加撃により打ち欠いている。大きさは、長さ 5 ～ 8cm、幅 4 ～ 5cm 程度、


重量は 35 ～ 130g 程度、材質は安山岩および砂岩である。出土位置は 1 点を除き、95 ライン以東の


Ⅱ～Ⅲ層であり、縄文時代中期末葉～後期初頭、または後期前葉の土器が主に出土する区域であり、


この時期の所産である可能性が考えられる。


　敲磨器類（図 34-3・4、図 45-10 ～ 21）


　�　タタキ、スリ、あるいは両者の複合したものを敲磨器類とした。使用痕跡によって、以下の 3 類


に分類した。


　　1�類　扁平な円礫の平坦面中央部付近に敲打によるアレ・凹みが認められるもの。凹み石。


（図 45-10 ～ 12・14・15）


　　2 類　円礫の周囲に敲打痕が認められるもの。敲き石。（図 34-3・4、図 45-16・17）


　　3 類　手持ちできる大きさで、磨り痕が認められるもの。磨石。（図 45-18 〜 21）


　　　ａ　断面三角形の亜角礫の平坦面に磨り痕が認められるもの。（図 45-18）


　　　ｂ　断面三角形の亜角礫の稜上に磨り痕が認められるもの。（図 45-19・20）


　　　ｃ　厚みのある円礫に磨り痕が認められるもの。（図 45-21）


　　4 類　1 ～ 3 類の機能が二つまたはそれ以上複合したもの。（図 45-13）


　砥石（図 45-22 ～ 25）


　�　板状の礫で、擦痕や光沢をもった平坦面をもつものを砥石とした。4 点出土した。石質は砂岩・


粗粒玄武岩・流紋岩・凝灰岩である。時期はⅢ層として取り上げたものもあるが、A 区では古代の


炭窯が検出されことから、古代のものが含まれている可能性もある。（中村）
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図 43　B 区遺構外出土石器（1）
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図 44　B 区遺構外出土石器（2）
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図 45　B 区遺構外出土石器（3）
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笹子⑵遺跡


図版 出 土 位 置 
（遺構名） 層位 取り上げ番号 重量


（g） 分類 外面 内面 備考


25- 1 SI-1 2 P-3 19.5 3 摩滅（縄文？）． ミガキ．
25- 2 SI-1 2 P-2 19.6 3 LR 縦位回転． ミガキ．
25- 3 SI-1 2 P-5 20.2 3 LR 縦位回転． ミガキ．
25- 4 SI-1 2 P-4 19.9 3 LR 縦位回転． ミガキ．
25- 5 SI-1 4 P-7 13.5 3 LR 縦位回転． ミガキ．
26- 1 SI-2 2 P-5 400.0 3 胴部上半：沈線．胴部下半：ミガキ 赤色塗彩？


　
ミガキ． 底面：ヘラ状工


具によるナデ．


26- 2 SI-2 2 P-3 18.5 3 LR 異条縦位回転． ミガキ．
27- 1 SR-1 P-1 347.4 3 口縁部：鰭状隆帯．　胴部：沈線による入り


組み文内に RL 充填．
ミガキ．


36- 1 ⅢＫ- 80 Ⅳ P-1047, 1050 43.1 1 ミガキ． ミガキ． 尖底．
36- 2 ⅢＮ- 92・93 Ⅲ P-19・26 30.0 2 0 段多条 RL 横位回転． ナデ． 繊維含む．
36- 3 ⅢＷ- 87 Ⅳ P-1062 12.4 2 LR 横位回転． ナデ． 繊維含む．
36- 4 ⅢＱ- 86 Ⅱ P-X 17.8 2 0 段多条 LR 横位回転． ナデ． 繊維含む．
36- 5 ⅢＱ- 108 Ⅲ P-X 31.0 2 LR 縦位回転． ナデ． 繊維含む．
36- 6 ⅢＳ- 96 Ⅲ P-X 13.9 2 RL 横位回転． ナデ． 繊維含む．
36- 7 ⅢＱ- 84 Ⅲ P-514 18.6 2 RL 横位回転． ナデ． 繊維含む．
36- 8 ⅢＮ- 92 Ⅱ P-X 84.9 2 RLR 横位回転． ナデ． 繊維含む．


ⅢＳ- 89・90 Ⅲ P-829, 830, 832
36- 9 ⅢＲ- 91 Ⅲ P-434 72.6 2 RLR 横位回転． ナデ． 繊維含む．
36-10 ⅢＸ- 87 Ⅳ P-986 25.2 2 LR 横位回転． LR 横位回転． 繊維含む．


（土器　No.1）


1


21


2


（４） 石製品（図 46）


　2 点出土した。1 は青竜刀形石器である。全面研磨により製作されている。柄部を欠失している。


先端から基部にかけて緩く湾曲し、湾曲の内側は断面三角形を呈する。湾曲の外側は厚みがあり、


浅く緩い溝が刻まれる。基部付近には突起が付される。周辺からは、主に縄文時代中期末葉～後期


初頭の土器が出土しており、この時期に属するものかと思われる。2 は粘板岩を素材とする石製品で、


打ち欠きによって円盤状に成形されている。周辺からは縄文時代後期前葉の十腰内Ⅰ式土器が主に


出土しており、この時期に属するものかと思われる。（中村）


図 46　B 区遺構外出土石製品


B 区出土遺物観察表
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第３章　検出された遺構と遺物


（土器　No.2）


図版 出 土 位 置 
（遺構名） 層位 取り上げ番号 重量


（g） 分類 外面 内面 備考


36-11 ⅢＷ - 84 Ⅳ P-970 27.9 2 LR 横位回転． ナデ． 繊維含む．
36-12 ⅣＡ - 85 Ⅳ P-X 14.1 2 LR 横位回転． ナデ． 繊維含む．
36-13 ⅢＴ - 89 Ⅲ P-831 37.4 2 RLR 横位回転． ナデ． 繊維含む．
36-14 ⅢＰ - 91 Ⅲ P-465 15.9 2 LR 横位回転． ナデ． 繊維含む．
36-15 ⅢＰ - 100 Ⅳａ P-X 21.3 2 0 段多条 RL 回転． ナデ． 繊維含む．
36-16 ⅢＷ - 89 Ⅲ P-873 18.2 2 0 段多条 LR 斜位回転． ナデ． 繊維含む．
36-17 ⅢＯ - 91 Ⅲ P-31,32 167.2 3a 沈線による区画内に LR 回転． ミガキ．
36-18 ⅢＳ - 92 Ⅲ P-747,750,930 152.0 3a 沈線による区画内に LR 回転． ミガキ．
36-19 ⅢＬ - 84 Ⅲ P-506,509 36.6 3a 沈線による曲線区画内に RL 充填． ミガキ．
36-20 ⅢＲ - 93 Ⅱ P-X 65.7 3a 沈線による区画内に LR 回転． ミガキ．
36-21 ⅢＮ - 96 Ⅱ P-X 46.1 3a 沈線による曲線区画内に RL 充填．ヘラ状工


具による刺突．
ミガキ．


36-22 ⅢＳ - 96 Ⅲ P-X 45.5 3d LR 斜位回転． ミガキ． 台付き　脚部欠
36-23 ⅢＰ - 95 Ⅱ・Ⅲ P-X 381.6 3a 頚部：隆帯上に橋状把手．胴部：磨消縄文に


よる簡略な波頭文．文様の頂点に U 字状の隆
帯．


ミガキ．
ⅢＬ - 92 Ⅱ P-X


36-24 ⅢＮ - 92 Ⅱ P-X 236.7 3b 「ハ」字状の隆帯上，竹管状工具による刺突．
ボタン状貼り付け上，竹管状工具による刺突．
頚部以下：沈線による方形区画内に RL 縦位
回転．断面方形の垂下する隆帯．


波頂部に鰭
状 の 突 起．
ミガキ．


36-25 ⅢＭ - 87 Ⅲ P-481 113.7 3b 「ハ」字状の隆帯上，竹管状工具による刺突．
ボタン状貼り付け上，竹管状工具による刺突．


波頂部に鰭
状 の 突 起．
ミガキ．


ⅢＭ - 90 Ⅱ P-X


37- 1 ⅢＱ - 100 Ⅱ・Ⅲ P-564,568,570,572,
574,576,578,583,585,
589,590,594,596,597,
598,599,600,601,604,
606,612,605,608,610,
614,616,617,728,X


660.0 3c RL 縦位回転．　　 ミガキ．


37- 2 ⅢＱ・Ｒ - 100 Ⅲ P-566,571,575,579,
580,591,593,595,607


300.1 3c LR 縦位回転． ミガキ．


37- 3 ⅢＳ - 92 Ⅲ P-748,749 45.4 3c RL 縦位回転． ミガキ．
37- 4 ⅢＰ - 95 Ⅲ P-X 845.5 3c LR 縦位回転．→ LR 末端結束縦位回転． ミガキ．


ⅢＮ - 94 Ⅱ P-X
37- 5 ⅢＯ - 95 Ⅲ P-X 353.0 3c RL 縦位回転． ミガキ．
37- 6 ⅢＯ - 97 Ⅲ P-378,379,415 113.2 3c 胴部：LR 縦位回転．　底部直上：ヘラ状工


具によるナデ．
ミガキ． 底面：ナデ．


38- 1 ⅢＰ - 95 Ⅲ P-X 531.0 3c LR 縦位回転．→ R 末端結束縦位回転． ミガキ．
38- 2 ⅢＱ - 105 Ⅰ・Ⅱ P-X 60.8 3c LR 横位回転． ミガキ．


38- 3 ⅢＯ - 96 Ⅲ P-X 116.5 3c L（末端結節）縦位回転． ミガキ．
38- 4 ⅢＭ - 94 Ⅱ P-X 496.4 3c LR 縦位回転． ミガキ．


ⅢＯ - 97 Ⅲ P-332,333,336,340,
337,342,369,405,531


38- 5 ⅢＰ - 98 Ⅲ P-1072,1074,1076 161.6 3c 胴部下半：LR 縦位回転．底部直上：ヘラ状
工具によるナデ．


ミガキ． 網代圧痕磨り消
し


38- 6 ⅢＮ - 97 Ⅱ P-X 459.0 3c 胴部：LR 縦位回転．底部直上：ヘラ状工具
によるナデ．


ミガキ． 底面：ヘラ状工
具によるナデ．ⅢＮ- 96・97 Ⅲ P-238,309,313,314,


320,316,318,319,32
3,403,404,540


38- 7 ⅢＮ - 92 Ⅱ P-X 67.6 3c 単軸絡条体 1 類（R）縦位回転 . ミガキ．
38- 8 ⅢＮ - 92 Ⅱ P-X 149.9 3c 単軸絡条体 1 類（R）縦位回転 . ミガキ．
38- 9 ⅢＲ - 89 Ⅱ P-X 87.3 3c LR 縦位回転． ミガキ． 底面ナデ
39- 1 ⅢＲ - 101 Ⅲ P-633 62.8 3d 摩滅． 摩滅． 底面：網代圧痕．
39- 2 ⅢＵ - 87 Ⅲ P-918 48.2 3d ミガキ． ナデ． 小型　底面：ヘラ


状工具によるナデ．


39- 3 ⅢＮ - 96 Ⅱ P-X 63.1 3d RL 縦位回転． ミガキ． 底面：網代圧痕．
ⅢＮ - 96 Ⅲ P-241,244,236,253
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笹子⑵遺跡


図版 出 土 位 置 
（遺構名） 層位 取り上げ番号 重量


（g） 分類 外面 内面 備考


39- 4 ⅢＮ - 98 Ⅲ P-398 219.8 3d ミガキ． ナデ． 底面：ヘラ状工具
によるナデ．外周
部に網代圧痕？
残存．


ⅢＭ - 94 Ⅱ P-X


39- 5 ⅢＲ - 94 Ⅲ P-151,155 19.3 4a 口縁部：ナデ．頚部：平行沈線．胴部：LR 横位． ミガキ．


39- 6 ⅢＲ - 103 Ⅲ P-670 31.9 4a 頚部：4 条以上の平行沈線．　胴部：沈線に
よる「の」字状区画内に LR 充填．


ミガキ．


ⅢＱ - 105 Ⅱ P-X


39- 7 ⅢＮ - 97 Ⅱ P-X 33.5 4a 沈線による入り組み文． ナデ．


39- 8 ⅢＯ - 95 Ⅲ P-X 21.1 4a 沈線による曲線文．→ LR 横位回転． ミガキ．


39- 9 ⅢＰ・Ｑ - 106 Ⅱ P-X 233.2 4a 口縁部：ミガキ．頚部～胴部：3 条一単位の
平行沈線による鍵の手文間に LR 充填．


ミガキ．


39-10 ⅢＰ・Ｑ - 106 Ⅱ P-X 102.4 4a 口縁部：ミガキ．頚部～胴部：3 条一単位の
平行沈線による鍵の手文間に LR 充填．


ミガキ．


39-11 ⅢＲ・Ｓ - 90 Ⅲ P-459,522 52.0 4a 口縁部：波頂部下に対向する三角形区画と弧
状区画．同部，2 条 1 組の沈線による鍵の手文．


波頂部下に
弧状沈線と
LR ？充填．
摩滅顕著．


39-12 ⅢＱ - 106 Ⅱ P-X 42.4 4a 4 条一単位の平行沈線による鍵の手文間に LR
充填．


摩滅．


39-13 ⅢＱ - 105 Ⅱ P-X 190.6 4a 上半：沈線による曲線文→ LR 充填．下半：
ミガキ．


ミガキ．


39-14 ⅢＱ - 105 Ⅱ P-X 95.8 4b1 口縁部～頚部：平行沈線による区画間をミガキ．
胴部：単軸絡条体 5 類縦位回転．


39-15 ⅢＲ - 87 Ⅲ P-776,777 79.8 4b1 口唇部：肥厚，沈線．胴部：単軸絡条体 5 類． ミガキ．


39-16 ⅢＰ・Ｑ - 105 Ⅱ P-X 34.2 4b3 頚部：無文．　胴部：単軸絡条体5類（R）縦位回転．


39-17 ⅢＱ - 105 Ⅰ・Ⅱ P-X 101.9 4b2 口縁部：ナデ．頚部：撚糸圧痕（RL）．胴部：LR
縦位回転～斜位回転．縄文


ミガキ．


40- 1 ⅢＱ - 105 Ⅰ・Ⅱ P-X 237.5 4d 胴部上半：条痕．工具幅 1.2cm．10 条一単位．
胴部下半：ミガキ．底部直上：ヘラ状工具によ
るナデ．


ミガキ．


40- 2 ⅢＯ - 96 Ⅱ P-X 52.1 4c ミガキ． ミガキ．


ⅢＰ - 97 Ⅲ P-394


40- 3 ⅢＱ - 105 Ⅰ・Ⅱ P-X 86.1 4c ナデ． ナデ．


40- 4 ⅢＱ - 105 Ⅰ P-X 40.3 4c ヘラ状工具によるナデ． ヘラ状工具
によるナデ．


40- 5 ⅢＱ - 105 Ⅱ P-X 52.7 4c 上半：条痕による斜格子文．工具幅 1.4cm．
6 条以上．　下半：ミガキ．


ミガキ．


40- 6 ⅢＱ - 105 Ⅱ P-X 79.9 4c ミガキ． ミガキ．


40- 7 ⅢＱ - 105 Ⅱ P-X 231.7 4d 胴部上半：単軸絡条体第 5 類縦位回転．胴部
下半：ミガキ．


ミガキ． 底面網代圧痕．


ⅢＱ - 106 Ⅰ・Ⅱ P-X


40- 8 ⅢＰ・Ｑ -
105・106


Ⅰ・Ⅱ P-X 1005.7 4c ヘラ状工具によるナデ． ミガキ．


41- 1 ⅢＲ・Ｓ -
      105


Ⅲ P-711,715,716,742 92.0 4d 頚部：隆帯上に橋状把手．ミガキ． ミガキ．


41- 2 ⅢＲ・Ｓ -        
      105


Ⅲ P-112,113,717 59.1 4d 頚部：隆帯上に橋状把手．ミガキ． ミガキ．


41- 3 ⅢＲ - 106 Ⅲ P-725 20.2 4 平行沈線間に LR 横位回転． ミガキ．


41- 4 ⅢＰ - 106 Ⅱ P-X 36.5 4d 3 ～ 4 条一組の条痕状工具による平行沈線帯． ミガキ．


ⅢＱ - 105 Ⅱ P-X


41- 5 ⅢＯ - 96 Ⅱ・Ⅲ P-X 151.3 4d 肩部～胴部上半：LR 斜位回転．胴部下半：ミガキ． ミガキ．


41- 6 ⅢＱ - 106 Ⅱ P-X 302.5 4d ナデ． ナデ．


41- 7 ⅢＱ - 104 Ⅱ P-X 429.5 4d ミガキ． ミガキ．


41- 8 ⅢＱ - 105 Ⅰ P-X 250.0 4d 胴部：ミガキ．底部直上：横方向のミガキ． 底面網代圧痕


ⅢＰ - 104 Ⅰ P-X


ⅢＱ - 104 Ⅱ P-X


（土器　No.3）
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図版 出 土 位 置 
（遺構名） 層位 取り上げ番号 重量


（g） 分類 外面 内面 備考


41- 9 ⅢＴ - 94 Ⅲ P-842,847 189.4 4d ミガキ． ミガキ． 底面：ヘラ状工具に
よるナデ．外周付近
に網代圧痕か？


41-10 ⅢＮ - 94 Ⅲ P-79 75.0 4d 摩滅． ミガキ． ヘラ状工具によ
るナデ．


41-11 ⅢＱ - 105 Ⅱ P-X 46.8 4d 底部直上：ヘラ状工具によるミガキ． ミガキ． 底面：ヘラ状工
具によるナデ．


41-16 ⅢＲ - 88 Ⅲ P-800 14.9 5 波頂部に沿った山形の沈線間に LR 回転． 摩滅．
41-17 ⅢＲ - 98 Ⅲ P-560 29.6 5 山形の平行沈線．→平行沈線間にLR横位回転． ミガキ．
41-18 ⅢＭ - 79 Ⅱ P-X 72.5 5 大形突起．口唇部下に窓枠状の無文帯．無文


帯下に，平行沈線と，平行沈線間に LR 横位
回転．


ミガキ．


41-19 ⅢＬ - 84 Ⅲ P-501,504 61.5 5 口唇部：刻み　口縁部：口唇部との境界に平
行沈線．RL 横位回転．


ミガキ．


41-20 ⅢＲ - 93 Ⅱ・Ⅲ P-X,207 168.9 5 口縁部：無文．頚部：平行沈線．胴部：LR
横位回転．


ミガキ．


41-21 ⅢＭ - 84 Ⅲ P-534,535,536 62.4 6 LR 充填． ミガキ． 炭化物付着．


図版 出 土 位 置 
（遺構名） 層位 取り上げ番号 重量


（g） 分類 外面 内面 備考


41-12 ⅢＱ - 105 Ⅱ P-X 31.2 4 ナデ． ナデ． ミニチュア
41-13 ⅢＮ - 96 Ⅲ P-247 28.5 表面：先端が尖った，断面不整な方形の工具による刺突．


裏面：先端が不揃いの径 3mm の工具による刺突．
耳栓


41-14 ⅢＴ - 90 Ⅲ P-524 3.9 ナデ． ナデ． キノコ形土製品
41-15 ⅢＱ - 105 Ⅱ P-X 59.8 ヘラ状工具によるナデ． ナデ． 鐸形土製品


（土器　No.4）


（土製品）


図版 出土位置
（遺構名） 層位 取り上げ番号 長 さ


（cm）
幅


（cm）
厚さ


（cm）
重量
（g） 石質 器種 細分類 備考


25- 6 SI-01 ４層 S-3 9.0 8.4 3.6 342.1 デイサイト 敲磨器類 1
26- 3 SI-02 ２層 S-10 3.2 2.5 1.2 5.6 珪質頁岩 削器
26- 4 SI-02 ２層 S-3 2.2 2.6 0.8 3.8 珪質頁岩 二次加工のある剥片
26- 5 SI-02 ２層 S-18 3.6 2.9 0.9 5.6 珪質頁岩 削器
26- 6 SI-02 ２層 S-17 3.5 1.7 1.1 5.8 珪質頁岩 二次加工のある剥片
26- 7 SI-02 ２層 S-15 3.1 1.8 0.8 4.5 珪質頁岩 二次加工のある剥片
34- 1 礫石器集積 Ⅲ層 S-1 15.1 6.5 4.2 573.5 粗粒玄武岩 磨製石斧 未製品
34- 2 礫石器集積 Ⅲ層 S-2 13.6 5.8 4.2 474.0 凝灰岩 磨製石斧 未製品
34- 3 礫石器集積 Ⅲ層 S-3 5.9 7.1 3.1 263.6 頁岩 敲石 2
34- 4 礫石器集積 Ⅲ層 S-4 7.1 6.2 4.4 368.6 頁岩 敲石 2
43- 1 ⅢＰ - 106 Ⅱ層 S-X 1.6 1.4 0.35 0.5 凝灰岩 石鏃 1
43- 2 ⅢＯ - 95 Ⅲ層 S-X 3.5 1.65 0.7 2.7 珪質頁岩 石鏃 2
43- 3 ⅣＤ - 143 Ⅲ層 S-X 3.9 1.6 0.35 1.8 珪質頁岩 石鏃 3
43- 4 ⅢＶ - 93 Ⅲ層 S-X 4.5 1.7 0.5 2.5 珪質頁岩 石鏃 3
43- 5 ⅢＶ - 82 Ⅲ層 S-236 4.25 1.5 0.4 2.9 珪質頁岩 石鏃 3
43- 6 ⅢＳ - 89 Ⅲ層 S-138 6.7 1.5 0.4 3.7 珪質頁岩 石鏃 3
43- 7 ⅢＪ - 65 Ⅲ層 S-X 4.8 1.6 0.5 3.6 珪質頁岩 石鏃 3
43- 8 ⅢＮ - 93 Ⅲ層 S-11 5.65 3 1.3 17.9 珪質頁岩 石匙
43- 9 ⅢＮ - 97 Ⅱ層 S-X 3.6 2.5 0.65 3.8 珪質頁岩 石錐
43-10 ⅢＱ - 105 Ⅰ層 S-X 1.7 1.5 0.4 0.8 凝灰岩 石錐
43-11 ⅢＰ - 106 Ⅱ層 S-X 2.6 1.9 0.75 3.1 珪質頁岩 石錐
43-12 ⅢＱ - 105 Ⅱ層 S-X 2.5 2.5 1 5.1 凝灰岩 石錐
43-13 ⅢＰ - 104 Ⅰ層 S-X 7.5 3.8 1.1 16.0 珪質頁岩 削器 1
43-14 ⅢＰ - 104 Ⅰ層 S-X 7.3 2.5 0.8 13.1 珪質頁岩 削器 1
43-15 ⅢＲ - 91 Ⅲ層 S-89 9.2 4.7 1.1 35.9 珪質頁岩 削器 1
43-16 ⅢＰ - 104 Ⅰ層 S-X 6.1 3.6 1.5 20.0 珪質頁岩 削器 1
43-17 ⅢＮ - 93 Ⅲ層 S-14 5.8 3.5 1.9 31.5 珪質頁岩 削器 2
43-18 ⅢＯ - 84 カクラン S-X 4.9 5.3 1.4 29.7 黒曜石 削器 2
43-19 ⅢＵ - 84 Ⅳ層 S-256 3.45 4.1 11.5 12.9 珪質頁岩 削器 3
43-20 ⅢＯ - 95 Ⅲ層 S-35 6.1 3.95 0.8 13.4 珪質頁岩 削器 3


（石器　No.1）
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（石器　No.2）


図版 出土位置
（遺構名） 層位 取り上げ番号 長 さ


（cm）
幅


（cm）
厚さ


（cm）
重量
（g） 石質 器種 細分類 備考


44- 1 ⅢＮ - 97 Ⅲ層 S-69 4.1 3.35 9.5 8.1 珪質頁岩 削器 3
44- 2 ⅢＰ - 96 Ⅲ層 S-153 3.65 2.8 0.6 4.2 珪質頁岩 削器 3
44- 3 ⅢＯ - 94 Ⅱ層 S-X 5.5 4.3 9.0 11.7 珪質頁岩 削器 3
44- 4 ⅢＱ - 107 Ⅲ層 S-X 3.8 2.3 0.4 3.8 珪質頁岩 削器 3
44- 5 ⅢＯ - 95 Ⅲ層 S-X 3.9 1.5 0.8 4.3 珪質頁岩 掻器 1
44- 6 ⅢＱ - 105 Ⅱ層 S-X 4.9 3.6 12.5 17.3 珪質頁岩 掻器 2
44- 7 ⅢＰ - 97 Ⅱ層 S-X 5.4 6.0 1.6 66.5 珪質頁岩 二次加工のある剥片 1
44- 8 ⅢＰ - 104 Ⅰ層 S-X 2.25 1.9 0.9 2.5 珪質頁岩 二次加工のある剥片 2
44- 9 ⅢＱ - 105 Ⅲ層 S-162 2.2 1.6 0.6 1.9 玉髄 二次加工のある剥片 2
44-10 ⅢＱ - 105 Ⅰ層 S-X 2.6 1.7 0.9 4.6 珪質頁岩 二次加工のある剥片 2
44-11 ⅢＱ - 105 Ⅱ層 S-X 3.2 1.6 0.7 4.0 凝灰岩 二次加工のある剥片 2
44-12 ⅢＲ - 94 Ⅲ層 S-32 4.0 2.7 0.9 8.5 珪質頁岩 二次加工のある剥片 3
44-13 ⅢＬ - 75 Ⅱ層 S-X 4.4 3.2 1.5 18.4 珪質頁岩 二次加工のある剥片 3
44-14 ⅢＱ - 105 Ⅱ層 S-X 5.1 4.2 1.1 26.4 珪質頁岩 二次加工のある剥片 3
44-15 ⅣＰ - 104 Ⅰ層 S-X 1.9 1.4 6.5 1.8 珪質頁岩 両極加撃痕のある剥片
44-16 ⅢＰ - 104 Ⅰ層 S-X 2.6 1.8 0.9 4.0 凝灰岩 両極加撃痕のある剥片
44-17 ⅢＱ - 105 Ⅱ層 S-X 3.0 2.55 0.65 5.6 玉髄 両極加撃痕のある剥片
44-18 ⅢＰ - 105 Ⅱ層 S-X 3.0 2.8 0.9 8.0 凝灰岩 両極加撃痕のある剥片
44-19 ⅢＱ - 105 Ⅱ層 S-X 3.2 2.3 9.5 6.2 凝灰岩 両極加撃痕のある剥片
44-20 ⅢＰ - 105 Ⅲ層 S-X 2.9 1.6 1.1 4.8 凝灰岩 両極加撃痕のある剥片
44-21 ⅢＰ - 105 Ⅱ層 S-X 3.5 2.3 0.9 5.7 凝灰岩 両極加撃痕のある剥片
44-22 ⅢＱ - 105 Ⅱ層 S-X 2.4 2.4 1.05 6.1 凝灰岩 両極加撃痕のある剥片
45- 1 ⅢＰ - 103 Ⅰ層 S-X 5.4 3.9 2.2 65.5 粗粒玄武岩（古期） 磨製石斧
45- 2 ⅢＶ - 100 Ⅱ層 S-X 8.0 5.0 3.0 183.9 粗粒玄武岩（古期） 磨製石斧
45- 3 ⅢＴ - 94 Ⅲ層 S-183 7.4 4.0 2.8 141.6 凝灰岩 磨製石斧
45- 4 ⅢＱ - 104 Ⅱ層 S-X 2.9 5.2 3.0 81.0 粗粒玄武岩（古期） 磨製石斧
45- 5 ⅢＳ - 86 Ⅲ層 S-209 3.5 3.3 1.7 28.1 粗粒玄武岩 磨製石斧
45- 6 ⅢＮ - 95 Ⅱ層 S-X 5.6 3.4 1.2 37.3 砂岩 石錘
45- 7 ⅢＳ - 105 Ⅲ層 S-165 6.5 5.2 1.7 97.0 砂岩 石錘
45- 8 ⅢＱ - 105 Ⅱ層 S-X 8.1 5.1 2.3 127.6 安山岩 石錘
45- 9 ⅢＵ - 82 Ⅲ層 S-220 7.3 4.5 1.8 98.2 砂岩 石錘
45-10 ⅢＰ - 97 Ⅱ層 S-X 10.1 4.8 3.4 173.4 安山岩 凹石 1
45-11 ⅢＱ - 104 Ⅱ層 S-X 15.5 6.1 2.2 273.1 粗粒玄武岩（古期） 凹石 1
45-12 ⅢＰ - 92 Ⅲ層 S-5 13.1 5.9 380.2 380.2 凝灰岩 凹石 1
45-13 ⅢＱ - 106 Ⅱ層 S-X 13.7 6.8 2.2 335.4 流紋岩 敲磨器
45-14 ⅢＱ - 95 Ⅲ層 S-39 8.7 9.5 4.0 473.1 凝灰岩 凹石 1
45-15 ⅢＮ - 97 Ⅱ層 S-X 9.6 8.1 4.2 429.2 凝灰岩 凹石 1
45-16 ⅢＷ - 92 Ⅱ層 S-X 5.3 7.0 4.3 214.0 玄武岩 敲石 2
45-17 ⅢＯ - 96 Ⅲ層 S-X 6.7 6.4 4.6 261.4 流紋岩 敲石 2
45-18 ⅢＲ - 93 Ⅱ層 S-X 12.7 8.3 6.1 825.6 安山岩 敲磨器 3a
45-19 ⅢＭ - 95 Ⅲ層 S-33 10.7 5.1 5.5 397.4 凝灰岩 三角柱状磨石 3b
45-20 ⅢＶ - 85 Ⅲ層 S-185 14.9 4.3 4.0 650.4 安山岩 凹石 3b
45-21 ⅢＯ - 95 Ⅲ層 S-X 7.8 7.4 5.4 424.5 安山岩 磨石 3c
45-22 ⅢＯ - 95 Ⅲ層 P-195 5.8 6.6 1.6 81.5 流紋岩 砥石
45-23 ⅣＥ - 133 − S-X 3.9 5.9 2.0 57.0 砂岩 砥石
45-24 ⅣＢ - 115 Ⅱ層 S-X 8.7 5.0 2.0 74.2 粗粒玄武岩 砥石


図版 出土位置
（遺構名） 層位 取り上げ番号 長 さ


（cm）
幅


（cm）
厚さ


（cm）
重量
（g） 石質 器種 細分類 備考


45-25 ⅢＱ - 98 Ⅲ層 S-157 4.8 5.6 1.3 28.7 凝灰岩 砥石
46- 1 ⅢＯ - 97 Ⅱ層 S-X 14.0 6.8 1.9 288.3 安山岩 青竜刀形石器
46- 2 ⅢＶ - 100 Ⅱ層 S-X 4.1 4.1 1.0 18.0 粘板岩 円盤状石製品


（石製品）
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第４章　理化学的分析


第１節　笹子（2）遺跡より出土した炭化材と炭化種実


吉川純子（古代の森研究舎）


１．はじめに　


  笹子（2）遺跡は八戸市大字根城字笹原に位置し、縄文時代早期から後期まで断続的に利用され、中期


末葉から後期前葉には集落が形成されたと考えられている。本遺跡の縄文時代中期の竪穴住居から出


土した炭化材 6 試料と、炭素年代により平安時代の炭窯と判明した遺構から出土した炭化材 4 試料の


樹種同定を行った。また、縄文時代中期の竪穴住居の炉から得られた炭化種実の同定もあわせて行った。


炭化材は試料から横断面、放射断面、接線断面の 3 方向の断面を割り、落射顕微鏡で観察同定した。


また、炭化種実は実体顕微鏡で観察同定した。


２．同定結果


ａ．炭化材


炭化材の同定結果を表 1 に示し、以下に同定され


た木材構造の記載を行う。


　オニグルミ（Juglans mandshurica  Maxim. var. 


sachalinensis  （Miyabe et Kudo）Kitamura）：中型


の道管が単独ないし 2，3 個散在する散孔材で、


晩材部ではやや径を減じる。柔組織が接線状で


ある。道管の穿孔は単一で放射組織は同性で 2-3


細胞幅である。


　コナラ属コナラ節（Quercus  sect. Prinus）： 


年輪最初にやや大きな道管が数個並んで、急に径を減じ、やや角張った小道管が径を減じながら放射


方向に並ぶ環孔材。穿孔板は単一で放射組織は 1 列と広放射組織があり、同性。


　ニレ属（Ulmus）： 年輪はじめに大道管が 1、2 列並び、径を減じた小道管が接線方向ないし斜めに


複合して並び、模様を作る環孔材。道管の穿孔は単一で、小道管内壁にはらせん肥厚がある。放射


組織は 7，8 細胞幅で同性、比較的なめらかで太い紡錘形である。


　ケヤキ（Zelkova serrata  （Thunb.）Makino）：年輪はじめにやや大きい道管が 1 ～ 2 列配列し、


小道管が斜めから接線状に配列する環孔材。穿孔板は単一で小道管にはらせん肥厚がある。放射組織


は異性でややごつごつした紡錘形で、端に結晶細胞がある。


　縄文時代中期の竪穴住居 SI-1 では 4 試料のうち 2 点がケヤキ、2 点がニレ属であった。縄文時代中


期の竪穴住居 SI-2 の 2 試料はニレ属とオニグルミであった。平安時代の炭窯 4 試料は 3 点がコナラ属


コナラ節で 1 点はケヤキであった。


表 3　笹子（2）遺跡出土炭化材の樹種
遺構名 層位 時期 番号 樹種
S I-1 4 縄文中期 C-1 ケヤキ
S I-1 4 縄文中期 C-2 ケヤキ
S I-1 4 縄文中期 C-3 ニレ属
S I-1 4 縄文中期 C-4 ニレ属
S I-2 2 縄文中期 C-1 ニレ属
S I-2 2 縄文中期 C-2 オニグルミ
SX-1 平安 C-5 ケヤキ
SX-1 平安 C-15 コナラ属コナラ節
SX-1 平安 C-20 コナラ属コナラ節
SX-1 平安 C-21 コナラ属コナラ節
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ｂ．炭化種実


　炭化種実の同定結果を表 4 に示し、同定された種実の形態記載を行う。


　　


　オニグルミ（Juglans mandshurica  Maxim. var. sachalinensis  （Miyabe et Kudo）Kitamura）：炭化


した内果皮の 2 ～ 10 ミリメートル程度の破片を出土した。完形であれば球形で、上下端が尖り縦方


向の縫合線をもって 2 つに分割される。内果皮壁は厚く緻密で堅く、壁には空隙がある。内室は大き


く 4 室に分かれ壁内面は複雑な曲面で構成される。


　トチノキ（Aesculus turbinata  Blume）：炭化した 2 ～ 4 ミリメートル程度の種皮破片を出土した。


種子は完形であれば楕円形で下半はおおきなへそで褐色扁平で光沢がなく、上半は黒色で光沢があり、


微細な指紋状または流理状の模様がある。この模様は炭化して破片になっても認識しやすく、同定の


根拠としている。種子壁は薄く不規則に割れる。


３.  炭化材と炭化種実から見た植物利用


ａ．縄文時代中期


　竪穴住居 SI-1，SI-2 から出土した炭化材はニレ属が 3 点、ケヤキが 2 点、オニグルミが 1 点であり、


いずれも集落周辺に普通に生育している種類と考えられる。しかし八戸市の縄文時代中期から後期に


かけての住居構築材とみられる炭化材の出土傾向は、新田遺跡（中期末～後期初頭）（高橋 2006）、


韮窪遺跡（中期末～後期前半）や丹後谷地遺跡（後期） （山田 1993）で見られるようにクリが多く青森


県内の他の地域でも住居構築材とみられる炭化材はクリが大半を占めている。時期は異なるが、縄文


時代晩期の是川遺跡における自然木の樹種構成でもクリが最も多く、ニレ属がこれに次いでおり、


ケヤキとオニグルミはやや少ない（鈴木ほか 2002）。一般に炉で用いる燃料材としては、燃焼時に


はじけやすいクリは不適とされるため、出土地点は炉以外と思われるが燃料材が検出された可能性も


考えられる。


　竪穴住居 SI-1，SI-2 の炉内から出土した炭化種実はオニグルミとトチノキであり、これらは縄文時


代中期頃に食糧として普通に利用されていたと考えられる。八戸市のほぼ同時期の遺跡では新田遺


跡で炭化種実の調査がなされているが、ここではオニグルミ、トチノキ、クリを出土している（吉川


2006）。東北地方の縄文時代中期頃はトチノキ属が急増する傾向にあり、主要な植物資源であったと


考えられている（吉川ほか 2005）。本遺跡ではクリを出土しなかったが、オニグルミとともにトチ


ノキの種皮を出土しており、縄文中期の八戸市においてトチノキの利用があったことをより裏付ける


結果となった。


表 4  笹子（2）遺跡出土炭化種実
遺構名 層位 時期 分類群 部位 乾重（g）
S I-1 炉 1 層 縄文中期 オニグルミ 炭化内果皮破片 0.54


トチノキ 炭化種皮破片 0.01
炉 2 層 縄文中期 オニグルミ 炭化内果皮破片 0.21


S I-2 炉 1 層 縄文中期 オニグルミ 炭化内果皮破片 1.83
トチノキ 炭化種皮破片 0.01
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ｂ . 平安時代


　平安時代の炭窯から出土した炭化材は 3 点がコナラ属コナラ節であった。コナラ節は炭化材として


の利用が高く、特に東北地方の 8 ～ 11 世紀の木炭同定で多く確認されている（山田 1993）。なお、1 点


確認されたケヤキは枝材と考えられるが、ケヤキも東北地方における 8 ～ 11 世紀の炭化材の出土例


は多い（山田 1993）。
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図 47　笹子（2）遺跡より出土した炭化材と炭化種実の顕微鏡写真


１. オニグルミ（SI-2 C-2）　２. コナラ属コナラ節（SX-1 C-15）　３. ニレ属（SI-1 C-3）  
４. ケヤキ（SI-1 C-2）　C：横断面，R：放射断面，T：接線断面、スケールは 0.01mm
５. オニグルミ、炭化内果皮破片（SI-1 炉 1 層）　６. トチノキ、炭化種皮破片（SI-2 炉 1 層） 
スケールは 1mm
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第２節　笹子（2）遺跡における放射性炭素年代（AMS測定）


（株）加速器分析研究所


１　測定対象試料


　笹子（2）遺跡は、青森県八戸市大字根城字笹原地内（北緯 40°27′59″、東経 141°28′01″）に


所在する。測定対象試料は、SI-1・4 層から出土した木炭 4 点（08SASAKO（2）-1 ～ 3：IAAA-82259


～ 82261、08sasako（2）-6：IAAA-90464）、SI-2 出 土 木 炭 2 点（08sasako（2）-7：IAAA-90465、


08sasako（2）-8：IAAA-90466）、SX-1・1 層 か ら 出 土 し た 木 炭 4 点（08SASAKO（2）-4：


IAAA-82262、SASAKO（2）-5：IAAA-82263、08sasako（2）-9：IAAA-90467、08sasako（2）-10：


IAAA-90468）合計 10 点である。


２　測定の意義


　遺構に伴う炭化材の年代を測定し、遺構の年代決定について資料を得る。


３　化学処理工程


（１）メス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。


（２）�酸処理、アルカリ処理、酸処理（AAA：Acid Alkali Acid）により内面的な不純物を取り除く。


最初の酸処理では 1N の塩酸（80℃）を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるま


で希釈する。アルカリ処理では 1N の水酸化ナトリウム水溶液（80℃）を用いて数時間処理する。


なお、AAA 処理において、アルカリ濃度が 1N 未満の場合、表中に AaA と記載する。その後、


超純水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理では 1N の塩酸（80℃）を用いて数時間処理し


た後、超純水で中性になるまで希釈し、90℃で乾燥する。希釈の際には、遠心分離機を使用する。


（３）試料を酸化銅と共に石英管に詰め、真空下で封じ切り、500℃で 30 分、850℃で 2 時間加熱する。


（４）�液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素（CO2）を


精製する。


（５）�精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出（水素で還元）し、グラファイトを作


製する。


（６）グラファイトを内径 1mm のカソードに詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着する。


４　測定方法


　測定機器は、加速器をベースとした 14C-AMS 専用装置（NEC 社製）を使用する。測定では、米国


国立標準局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOx Ⅱ）を標準試料とする。この標準試料とバック


グラウンド試料の測定も同時に実施する。


５　算出方法


（１）年代値の算出には、Libby の半減期（5568 年）を使用する（Stuiver and Polach 1977）。
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笹子⑵遺跡


（２）�14C 年代（Libby Age：yrBP）は、過去の大気中 14C 濃度が一定であったと仮定して測定され、


1950 年を基準年（0yrBP）として遡る年代である。この値は、δ 13C によって補正された値


である。14C 年代との誤差は、1 桁目を四捨五入して 10 年単位で表示される。また、14C 年代の


誤差（± 1 σ）は、試料の 14C 年代がその誤差範囲に入る確率が 68.2％であることを意味する。


（３）�δ 13C は、試料炭素の 13C 濃度（13C/12C）を測定し、基準試料からのずれを示した値である。同


位体比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差（‰）で表される。測定には質量分析計ある


いは加速器を用いる。加速器により 13C/12C を測定した場合には表中に（AMS）と注記する。


（４）pMC （percent Modern Carbon）は、標準現代炭素に対する試料炭素の 14C 濃度の割合である。


（５）�暦年較正年代とは、年代が既知の試料の 14C 濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過去


の 14C 濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、14C 年代に対応す


る較正曲線上の暦年代範囲であり、1 標準偏差（1 σ＝ 68.2％）あるいは 2 標準偏差（2 σ＝


95.4％）で表示される。暦年較正プログラムに入力される値は、下一桁を四捨五入しない 14C 年


代値である。なお、較正曲線および較正プログラムは、データの蓄積によって更新される。また、


プログラムの種類によっても結果が異なるため、年代の活用にあたってはその種類とバージョ


ンを確認する必要がある。ここでは、暦年較正年代の計算に、IntCal04 データベース（Reimer 


et al 2004）を用い、平成 20 年度測定試料（IAAA-82259 ～ 82263）に対しては OxCalv4.0 較正


プログラム、平成 21 年度測定試料（IAAA-90464 ～ 90468）に対しては OxCalv4.1 較正


プログラム（Bronk Ramsey 1995　 Bronk Ramsey 2001　Bronk Ramsey, van der Plicht and 


Weninger 2001）を使用した。


	 全試料の炭素含有率は 60％以上の十分な値で、化学処理および測定内容に問題は認められない。


６　測定結果


　SI-1・4 層から出土した木炭 4 点の 14C 年代は、3950 ± 30yrBP、3970 ± 40yrBP、3930 ± 30yrBP、


3880 ± 30yrBP である。これら 4 点の年代は誤差範囲内で重なり合う部分を持ち、おおよそ近い年代


であることを示している。SI-2・2 層から出土した木炭 2 点の 14C 年代は、3910 ± 30yrBP、3890 ±


40yrBP である。これら 2 点の値は誤差範囲内で重なり合い、非常に近い年代となっている。SI-1、


SI-2 出土試料は縄文時代中期末葉から後期初頭頃に相当する年代を示している。


　SX-1・1 層から出土した木炭 4 点の 14C 年代は、940 ± 30yrBP、1020 ± 30yrBP、1040 ± 30yrBP、


960 ± 30yrBP である。いずれも平安時代に相当するが、若干年代差が認められる。暦年較正年代は、


1 σで見ると重ならないが、2 σでは 11 世紀前半頃に重なる範囲を持つ。SASAKO（2）-4 と SASAKO


（2）-5 の木炭に樹皮は認められず、数年輪を含む辺材と判断された。したがって、樹木の枯死年代を


大きく遡る測定年代ではないと予想された。
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表 5　測定結果


表 6　較正暦年代


測定番号 試料名 採取場所 試料
形態


処理
方法 δ13C（‰）（AMS） δ 13C 補正あり


Libby Age（yrBP） pMC（％）
IAAA-82259 08sasako（2）-1 遺構：SI-1　層位：


4 層　注記　C-1
木炭 AaA -24.28 ± 0.49 3,950 ± 30 61.19 ± 0.24


IAAA-82260 08sasako（2）-2 遺構：SI-1　層位：
4 層　注記　C-3


木炭 AAA -24.53 ± 0.63 3,970 ± 40 61.02 ± 0.27


IAAA-82261 08sasako（2）-3 遺構：SI-1　層位：
4 層　注記　C-4


木炭 AAA -24.49 ± 0.56 3,930 ± 30 61.35 ± 0.23


IAAA-82262 08sasako（2）-4 遺構：SX-1　層位：
1 層　注記：C-15


木炭 AAA -27.47 ± 0.54 940 ± 30 88.95 ± 0.37


IAAA-82263 08sasako（2）-5 遺構：SX-1　層位：
1 層　注記：C-20


木炭 AaA -26.19 ± 0.62 1,020 ± 30 88.06 ± 0.35


IAAA-90464 08sasako（2）-6 遺構：SI-1　層位：
4 層　注記：C-2


木炭 AAA -28.78 ± 0.23 3,880 ± 30 61.70 ± 0.24


IAAA-90465 08sasako（2）-7 遺構：SI-2　層位：
2 層　注記：C-1


木炭 AAA -32.15 ± 0.20 3,910 ± 30 61.43 ± 0.25


IAAA-90466 08sasako（2）-8 遺構：SI-2　層位：
2 層　注記：C-2


木炭 AAA -26.81 ± 0.22 3,890 ± 30 61.63 ± 0.23


IAAA-90467 08sasako（2）-9 遺構：SX-1　層位：
1 層　注記：C-5


木炭 AAA -27.56 ± 0.19 1,040 ± 30 87.91 ± 0.28


IAAA-90468 08sasako（2）-10 遺構：SX-1　層位：
1 層　注記：C-21


木炭 AAA -28.11 ± 0.29 960 ± 30 88.69 ± 0.31


測定番号 δ 13C 補正なし 暦年較正用
（yrBP） 1 σ暦年代範囲 2 σ暦年代範囲Age（yrBP） pMC（％）


IAAA-82259 3,930 ± 30 61.28 ± 0.23 3,946 ± 31 2559BC - 2537BC（ 9.1%） 2568BC - 2520BC（16.6%）
2491BC - 2438BC（37.3%） 2499BC - 2341BC（78.8%）
2421BC - 2404BC（ 8.4%）
2378BC - 2350BC（13.4%）


IAAA-82260 3,960 ± 30 61.08 ± 0.25 3,968 ± 35 2566BC - 2523BC（34.7%） 2576BC - 2431BC（84.6%）
2497BC - 2463BC（33.5%） 2425BC - 2400BC（ 4.5%）


2382BC - 2347BC（ 6.3%）
IAAA-82261 3,920 ± 30 61.41 ± 0.22 3,925 ± 30 2473BC - 2431BC（29.5%） 2547BC - 2544BC（ 0.4%）


2425BC - 2402BC（15.7%） 2489BC - 2299BC（95.0%）
2381BC - 2348BC（23.0%）


IAAA-82262   980 ± 30 88.50 ± 0.35   940 ± 33 1034AD - 1053AD（13.8%） 1022AD - 1166AD（95.4%）
1080AD - 1153AD（54.4%）


IAAA-82263 1,040 ± 30 87.84 ± 0.33 1,021 ± 32 988AD - 1028AD（68.2%） 901AD - 918AD（ 2.9%）
966AD - 1047AD（85.9%）


1090AD - 1122AD（ 5.3%）
1139AD - 1149AD（ 1.4%）


IAAA-90464 3,940 ± 30 61.22 ± 0.24 3,879 ± 31 2456BC - 2418BC（21.0%） 2468BC - 2285BC（93.3%）
2408BC - 2374BC（18.8%） 2248BC - 2235BC（ 2.1%）
2368BC - 2335BC（17.5%）
2324BC - 2301BC（10.9%）


IAAA-90465 4,030 ± 30 60.53 ± 0.24 3,914 ± 32 2469BC - 2401BC（44.6%） 2476BC - 2295BC（95.4%）
2382BC - 2348BC（23.6%）


IAAA-90466 3,920 ± 30 61.40 ± 0.23 3,888 ± 30 2459BC - 2342BC（68.2%） 2470BC - 2288BC（95.4%）
IAAA-90467 1,080 ± 30 87.45 ± 0.28 1,035 ± 26 990AD - 1020AD（68.2%） 903AD - 915AD（ 2.9%）


969AD - 1031AD（92.5%）
IAAA-90468 1,020 ± 30 88.12 ± 0.30   964 ± 27 1024AD - 1047AD（26.7%） 1019AD - 1155AD（95.4%）


1090AD - 1121AD（32.4%）
1139AD - 1149AD（ 9.2%）
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図 48　歴年較正グラフ（1）


OxCal v4.0.5 Bronk Ramsey (2007); r:5; IntCal04 atmospheric curve (Reimer et al 2004)
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OxCal v4.0.5 Bronk Ramsey (2007); r:5; IntCal04 atmospheric curve (Reimer et al 2004)
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OxCal v4.0.5 Bronk Ramsey (2007); r:5; IntCal04 atmospheric curve (Reimer et al 2004)
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OxCal v4.0.5 Bronk Ramsey (2007); r:5; IntCal04 atmospheric curve (Reimer et al 2004)
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笹子⑵遺跡


図 49　歴年較正グラフ（2）


OxCal v4.1.1 Bronk Ramsey (2009); r:5; IntCal04 atmospheric curve (Reimer et al 2004)
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OxCal v4.1.1 Bronk Ramsey (2009); r:5; IntCal04 atmospheric curve (Reimer et al 2004)
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第５章　まとめ


第５章　まとめ


　笹子（2）遺跡では、縄文時代中期末葉～後期初頭の集落の一部が確認された。ここでは、八戸市南部


地域での遺跡のあり方を検討し、本遺跡の集落の位置づけを考えてみたい。第 50 図に縄文時代前期～


後期までの遺跡の分布を、表 8 にはその中で精査が実施され、縄文時代前期後半～後期の遺物が出土した


各遺跡の時期と時期毎の住居跡数を示した。土橋川以東の地域では、重地遺跡・蟹沢遺跡・松ヶ崎遺跡・


一王寺（1）遺跡・石手洗遺跡など、円筒式期の遺跡が多数知られており、重地遺跡・松ヶ崎遺跡は住居跡


の検出数も多く、拠点的な集落としてとらえられる。蟹沢遺跡・一王寺（1）遺跡は、これまでの調査は試


掘調査が主体であるため、精査された住居跡は多くないが、検出遺構数や内容から拠点的な集落と目さ


れる。やや微視的にみてみよう。松ヶ崎遺跡では、縄文時代中期後葉には遺構が多数、重複して検出さ


れているが、縄文時代中期末葉にはこうした状況は確認されず、遺構の分布は散発的である。未調査区


域も多いため不確定な部分もあるが、現在のところ、遺跡内各所に散在すると考えられる。同遺跡付近


では縄文時代後期初頭には弥次郎窪遺跡・黒坂遺跡で土坑や住居跡が確認されているが、前者は密度は


低く小規模、後者は遺跡登録範囲からみて比較的小規模な集落と考えられる。このように松ヶ崎遺跡では、


縄文時代中期に多数の遺構が集中的に営まれたが、縄文時代中期末葉から次第に遺跡内で、さらには遺


跡外に拡散していく状況を看て取ることができる。また、一王寺（1）遺跡近辺では、縄文時代中期末葉に


新田遺跡・糠塚小沢遺跡など、新たな集落が成立する。一方、土橋川以西の地域では縄文時代前期後半～


中期の大規模な遺跡は知られておらず、縄文時代中期末葉に小規模な集落が営まれる。その後、韮窪遺跡・


田面木平（1）遺跡・丹後谷地（1）遺跡など、縄文時代後期初頭・前葉の集落が営まれるようになる。この


ように、八戸市南部地域では、縄文時代前期後半から中期後葉にかけて、土橋川以東の地域で大規模な


遺跡が営まれるが、中期末葉に至り拡散傾向を示し、小規模な遺跡も新たに成立する。そうした動向の


中で、土橋川以西の地域にも小規模な集落が成立し、後期初頭から前葉の集落を成立させる基盤となる。


　本遺跡で検出された縄文時代中期末葉から後期初頭の集落は、中期中葉の集中的な土地利用から中期


末葉以降の拡散的な


土地利用への変化の


中で成立したと考え


られる。本地域でこ


の時期に土地利用の


あり方が変化する理


由は、今後追求され


るべき問題であるが、


自然環境の変化やそ


れに起因する資源獲


得戦略、あるいは歴


史的な環境とそれに


規定された縄文人の


意識など、多角的な 図 50　八戸市付近における縄文時代前期～後期の遺跡分布図
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笹子⑵遺跡


遺跡
番号


時期


遺跡名


前期 中期 後期
住居
跡数
合計


後半 前半 後半 前半 後半
中葉 後葉 末葉 初頭 前葉 中葉 後葉 末葉 初頭 前葉 中葉 後葉 末葉


円筒下層 円筒上層
榎林 最花


大木 10 式併行期 後期初頭 十腰内
a b c d a b c d e 1 2 3 1 2 Ⅰ a Ⅰ b Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ


8 田面木
10 鶉窪 1.00 0.50 0.50 2.00 
13 牛ヶ沢（3） 0.33 0.33 0.33 1.50 0.50 3.00 
18 古宮
23 酒美平 1.33 5.33 1.33 8.00 
27 長者森
28 白山平（2）
30 昼場
31 法師岡
32 櫛引
33 杉沢
35 湯ノ沢
37 田面木平（1） 2.09 2.09 2.09 3.34 2.34 11.24 9.24 1.78 0.78 35.00 
38 丹後平（1） 1.00 1.00 2.00 
39 丹後谷地（1）
40 丹後谷地（2） 8.00 1.00 2.00 2.00 13.00 
41 丹後平（2） 0.20 0.20 0.20 9.12 6.12 2.42 2.42 2.17 1.17 24.00 
42 丹後平（3）
43 田面木平（2）
44 笹子（3）
45 丹後谷地（4） 1.00 1.00 2.00 
49 笹子（4）
50 鳥ノ木沢
51 韮窪 3.74 3.74 3.74 5.58 5.58 1.98 1.98 1.83 1.83 30.00 
53 昼巻沢
55 土橋
56 大久保（3）
61 沢里山
63 狐森
64 長久保（1）
67 中居林
68 糠塚小沢 0.17 0.31 1.41 1.74 1.74 1.74 1.24 0.64 0.50 0.50 10.00 
69 長久保（2） 0.60 0.60 1.60 1.60 0.60 1.00 6.00 
70 糠塚大開（2）
74 新田 4.70 1.70 0.20 0.20 1.20 8.00 
75 潟野 1.00 1.33 1.33 0.33 1.50 1.50 7.00 
77 一王寺（1） 1.00 0.33 0.33 0.33 0.50 0.50 0.50 0.50 4.00 
79 是川中居 1.00 2.50 5.50 9.00 
80 堀田
85 田向
86 田向冷水 0.25 0.25 0.25 0.25 1.00 
87 狐平
88 石手洗 4.00 2.00 6.00 
90 赤御堂貝塚 0.93 0.93 0.93 0.60 0.60 4.00 
91 松ヶ崎 3.00 1.50 0.50 2.20 13.37 14.20 27.70 15.28 1.96 2.46 2.46 0.54 0.54 0.14 0.14 86.00 
92 弥次郎窪 0.33 0.33 0.33 0.50 0.50 0.82 0.82 0.82 0.82 0.82 0.82 0.82 7.73 
93 楢館 1.00 1.00 
94 風張（1） 4.91 4.57 4.57 4.57 3.16 4.16 8.66 8.66 27.71 37.96 39.59 46.59 21.68 216.79 
96 上ノ沢


100 新井田古館 0.33 0.33 0.33 1.25 1.25 1.25 1.25 6.00 
101 重地 2.08 2.08 2.08 4.75 0.75 0.75 1.38 0.38 0.13 0.13 0.13 0.13 0.13 0.13 1.50 0.50 2.50 2.50 22.00 
102 館平 0.25 0.25 0.25 0.25 1.00 
103 市子林 0.50 0.50 1.00 
107 丹内
108 黒坂 2.25 3.25 2.25 2.25 10.00 
110 蟹沢（2）
111 蟹沢
112 松館
113 牛ヶ沢（4） 2.00 1.00 4.00 6.20 2.20 1.20 0.70 0.70 0.20 0.20 0.87 0.87 0.87 1.25 1.58 1.08 2.08 2.00 1.50 4.50 1.00 0.00 36.00 
115 小板橋（2） 1.43 0.93 0.93 1.10 1.10 1.10 0.10 0.10 0.10 0.10 7.00 
123 蟹沢（3）
124 大開


　図には『青森県遺跡地図』（青森県教育委員会　2009）に縄文時代前期・中期・後期の記載がある遺跡を示し、表には、その中で遺跡の精査が行われ、出土土器により
時期が把握できる遺跡を示した。遺跡番号は図中の番号と一致する。網掛け部分が出土土器からみた遺跡の時期である。精製土器で詳細な時期がわかる場合は精製土器
の時期を採用した。表中の数字は時期毎の住居跡数である。住居跡の時期を一時期に限定できない場合、遺構出土遺物や遺構形態および遺跡全体の時期を勘案し、可能
性のある時期に均等に割り振った。その結果、遺構から精製土器が出土しない場合や、土器が全く出土しない場合などは、遺跡の時期を示す網掛けがない列にも住居跡
数を割り振ることとなった。従って、表中の数字は必ずしもその時期に住居が確実に存在することを意味しない。
　大木 10 式併行期は、単独のアルファベット文を主体とする時期（1）、文様モチーフが連繋する時期（2）、鰭状突起の出現とそれ以後（3）の 3 時期に区分した。後期初頭
は編年案が複数あり、見解の一致をみていない。そこで、口縁部・胴部文様帯に隆帯を多用する時期（初頭 1）と胴部文様帯に沈線を多用する時期（初頭 2）として把握した。


表 8　出土遺物からみた遺跡の時期と時期毎の住居跡数


視点から検討する必要がある。（中村）





		序

		例　言

		目　次
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		第1節　調査に至る経緯
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		第2章　遺跡周辺の地形・地質と遺跡の層序
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写真図版


写真図版 1


A 区俯瞰（上が西）


基本層序 B-1 基本層序 B-2


基本土層・A 区遺構
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笹子⑵遺跡


写真図版 2


第 1 号炭窯完掘状況（南から） 第 1 号剥片集積遺物出土状況（南東から）


第 1 号焼土遺構確認状況（北東から） 第 1 号焼土遺構截割状況（北東から） 炭窯焼土検出状況（西から）


第 2 号土坑遺物出土状況（北から） 第 2 号土坑完掘状況（西から）


第 1 号土坑土層堆積状況（西から） 第 1 号土坑内焼土土層堆積状況（南から）


A 区遺構
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写真図版


写真図版 3


第 1 号住居跡付近遺物出土状況（北から　平成 17 年度調査トレンチ 47）


B 区俯瞰（上が南）


B 区遺構
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笹子⑵遺跡


写真図版 4


第 1 号住居跡完掘状況 （南から）


第 1 号住居跡炭化材等出土状況（北から）


B 区遺構
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写真図版


第 2 号住居跡完掘状況 （東から）


第 2 号住居跡炉完掘状況（東から） 第 2 号住居跡炉截割状況（南から）


写真図版 5


B 区遺構
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笹子⑵遺跡


写真図版 6


第 1 号土器埋設遺構土器内遺物出土状況


第 1 号土器埋設遺構確認状況（東から）


第 1 号土器埋設遺構掘方確認状況 （東から）


B 区遺構
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写真図版


写真図版 7


第 5 号土坑土層堆積状況（南東から）


第 5 号土坑底面ピット截割状況（南東から） 第 5 号土坑底面ピット検出状況（南東から）


第 6 号土坑完掘状況 （東から） 第 6 号土坑底面ピット截割状況（東から）


B 区遺構
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笹子⑵遺跡


写真図版 8


第 7 号土坑土層堆積状況（南から）


第 7 号土坑完掘状況（西から）


第 7 号土坑 pit1 截割状況（南から）


第 1 号溝状土坑土層堆積状況（南から） 第 2 号溝状土坑土層堆積状況（南から） 第 3 号溝状土坑土層堆積状況（南から）


B 区遺構
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写真図版


写真図版 9


第 4 号溝状土坑土層堆積状況 （南から） 第 6 号溝状土坑土層堆積状況（南から） 第 10 号溝状土坑土層堆積状況（南から）


左上：第 3 号焼土遺構検出状況（東から）
　左：第 4 号焼土遺構検出状況（南から）
　上：青竜刀形石器出土状況


B 区遺構







― 90 ―


笹子⑵遺跡


写真図版 10


A 区遺構内出土遺物


SK-1


8-1


8-2


8-3
SK-2 SX-1（炭窯）


9-6


9-11


9-12
9-13
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写真図版


写真図版 11


遺構外出土土器


13-12-2


13-13


13-13-1


13-13-2


14-13-3
14-13-4


14-14


14-14-1


14-14-2


14-15-1


14-15-2 14-16 14-16-1


14-16-2


14-16-3


14-16-4


15-17


15-17-2 15-17-1 15-18 15-18-1 15-18-2


15-18-3


15-19-1


15-19-2


15-19-3 15-19-4
16-20 16-20-1 16-20-2


16-21 16-21-1
16-21-2


13-13


14 15 2


13


14-16


14-16-


14-16-


15-19-2


19-14


19-15


19-16


19-17


19-19


19-21


19-22


19-23 19-24


19-29
19-30 19-31


19-19


19-20


19-21


14-15


15-19


19-26


第 1 号剥片集積
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笹子⑵遺跡


写真図版 12


19-32  裏面
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写真図版


写真図版 13


遺構外出土石器


21-40
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21-43


21-44


21-45


21-46 21-47 22-49


22-48
22-50


22-51


22-52


23-53
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A 区遺構外出土遺物
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笹子⑵遺跡


写真図版 14


図 27-1
縮尺：任意


図 34-1


図 34-4図 34-3


図 34-2


　　土器：S= 約 1/3
剥片石器：S= 約 1/2


礫石器：S= 約 1/4


S= 約 1/4


B 区遺構内出土遺物


図 25-1


図 25-2    
図 25-3


図 25-6
図 25-5


図 25-4


SI-1


図 26-1


図 26-2 図 26-7
図 26-6


図 26-5図 26-4


SI-2


SR-1


第 1 号礫石器集積
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写真図版


写真図版 15
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